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会長　鈴木 正光

公益社団法人設立10周年を
迎えて

〜会長あいさつ〜

　横浜市防火防災協会は、本年４月に公益社団法

人設立 10 周年を迎えることができました。これ

もひとえに、設立にあたりご尽力いただいた役員

各位、設立の趣旨にご賛同いただいた会員の皆様、

そして設立前後からご指導いただいた横浜市消防

局、神奈川県はじめ関係行政当局や関係団体など、

多くの方々のご支援の賜物と感謝を申し上げます。

　当協会は、昭和 25 年に発足した横浜市火災予

防研究会をルーツとして、昭和 56 年に社団法人

横浜市火災予防協会として設立、平成 24 年４月

１日公益社団法人に移行いたしました。公益社団

法人設立あたっては、組織の体制、経営の方針、

事業の内容など多くの課題を解決し、中には課題

を抱えながらスタートし、少なからずの苦難を乗

り越え今日に至っております。

　当協会の目的は、市民や企業の皆様の自主的な

防火防災意識を高め、横浜市の安全と安心の実現

に寄与するものでございます。近年におきまして

は、火災や救急対応を始め、地震や風水害など各

種災害の予防や被害の拡大防止への取り組みの必

要性は、増々高まっている状況です。さらに、コ

ロナ禍など新たな困難の中にあっても協会として

の活動を継続し、その使命を果たしていきたいと

考えております。

　結びに、当協会の益々の発展と関係各位のご多

幸を祈念しますとともに、今後とも変わらぬご支

援、ご協力をお願いいたしまして、挨拶とさせて

いただきます。
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横浜市消防局長　平中　隆

公益社団法人設立10周年を
お祝いして

〜消防局長祝辞〜

　公益社団法人横浜市防火防災協会が設立 10 周年

を迎えられましたことに、心からお祝い申し上げます。

　国において公益法人改革に向けた関連法案の審

議が行われていた平成 18 年、19 年当時、私は消

防局予防課で予防係長を務めており、その関係で

消防局の外郭団体であった、当団体の前身である

社団法人横浜市火災予防協会と財団法人横浜市防

災指導協会について、関連法案成立後の協会運営

の検討に関わらせていただきました。また、その

前の救急課では、応急手当講習の委託事務にも携

わっておりました。

　こうしたことから、二つの協会が合併を経て平

成 24 年に新たに公益社団法人として誕生して以

来、本協会の運営・発展には人一倍、強い関心をもっ

ておりました。

　この 10 年、社会の変動は目まぐるしく、特に

この数か年は新型コロナウイルス感染症の拡大も

あり、協会事業の運営には数々の困難があったも

のと存じますが、鈴木会長をはじめ、協会役員の

皆様の御活躍、会員の皆様方の多大なるお力添え

により、横浜市防火防災協会が「安全・安心都市

ヨコハマの実現」という大きな目標に向かって力

強く、着実に歩み続けてこられましたことに、敬

意と感謝を申し上げます。

　結びに、貴協会の今後益々の御発展と、会員の

皆様の御繁栄と御健勝を心からお祈り申し上げ、

お祝いの言葉とさせていただきます。
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　協会の成り立ちや会長になられた経緯を教え
てください
　横浜市火災予防協会と防災指導協会の合併に

より、ステータスのある団体ができないか、そ

の目標に向けて話が進められた。本来角田会長

（角田和弘氏）が代表になる予定だった。角田

さんは市会議員経験や消防局とのつながりもあ

り、会長にふさわしい方だった。私も副会長と

して何でも一緒にやっていたので、角田さんが

病気になり、ご息女の角田宏子氏（現在理事）

が来られて、父の意向ということで「石井副会

長に合併後の最初の会長として是非引き受けて

もらいたい」との話をいただいた。理事会の決

議を経て、それでお引き受けすることになった。

　現在の防火防災協会の事務所（南区別所）で

2 つの団体の合併について議論された。2 つの

団体の良いところ、指導協会は財政面の豊かさ、

火災予防協会は事務所と多数の会員と職員がい

て組織力があり、それを結び付けて合併を進め、

今の基礎を作ることができました。

　合併の際にはどのようなご苦労があったので
しょうか
　合併に向けて委員会が開かれ、業務内容、組

織、団体の名称など様々な議論が行われた。

　合併が決まった後も秋山専務理事は苦労され

たと思う。財務基盤となっていた消防設備の点

検業務が入札方法の変更によりその事業収入が

見込めなくなり、職員の組織力がありながら事

業展開が壁に当たることになってしまった。

　また、小泉内閣時代に公益法人制度改革によ

り各法人は 5 年以内に必要な申請をして公益

法人となるか否かを決めることになり、当協会

も審査を受けるには財政基盤を整える必要があ

り、認可に向けて組織体制を見直し、必要な手

続きを朝日税理士法人に指導していただきなが

ら進めていった。平成 24 年 4 月に「公益社団

法人」の認定を経て、それから早いもので 10

年が経過しました。

協会の名称については
　両団体の代表委員が協会の事務所（南区別所）

に集まり、その時私は指導協会の会長、火災予

防協会の副会長でした。委員長として委員会を

前会長　石井　忠

「10周年に思いを寄せて」
〜前会長インタビュー〜

4



たびたび開催した。委員の方たちの意見をまと

めて、新たな協会の名称は火災だけでなく幅広

く災害を網羅する「防火防災協会」に、これ以

外ないと思える良い名称として決まりました。

公益社団設立後について
　公益社団法人設立以降の事務局長の安藤さん

は、協会のステータスを少しでも上げようと努力

された。財務状況が苦しくて職員の人にも大変

な思いをしてもらうなど安藤さんは苦労をされ

たことと思う。

　次の武下事務局長は、やはり財務状況が苦し

かった中でも消防局との関係や消防署とのつなが

りに力を入れられて関係性が強くなったと思う。

　さらに消防局長経験の坂野事務局長（現在専

務理事）がこられて、人材や組織力も強化され、

消防局や各消防署との連携も進み、事業の拡大

や広報誌の充実も図られるようになった。

合併以前も含めて協会の活動で思い出に残るこ
とは
　その合併前の話ですが、視察研修会は各区予

防協会から 3 ～ 5 名の参加枠があり、宿泊を

兼ねて、各区の会長や消防署の予防課長さんな

どが参加、バス 2 台で出かけたりした。盛大で

したし研修はもちろん、交流が楽しみでした。

　ある時、施設見学で完成したばかりの横浜ラ

ンドマークタワーの屋上を見学させていただい

た際に、周りの景色に感激していたら神奈川区

方面で黒煙が見え、案内していた消防職員がす

ぐに 119 番通報をされていたことがありまし

た。工場の火災だったらしくみるみるうちに黒

煙が大きく上がっていたことを覚えています。

ランドマークタワーの高さと市内を広く監視で

きることに改めて気づかされました。

　最近の防災施設視察研修も限られた時間の中

で充実した内容になっていると思います。

協会の今後について
　公益法人としての役割は益々大きくなってい

くと思いますが、横浜市消防局、関係団体との

関係を強固にして、これからも社会の安全と会

員事業所の皆さんの安全と安心に向けて、組織

の継続性を守りつつ、真摯に取り組んでいって

いただければと思います。

画：渡邉 雄二
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　公益社団法人横浜市防火防災協会 10 周年お

めでとうございます。そして初代事務局長とし

ての思いを記す機会を与えていただき感謝して

おります。いろいろありましたが、2 つのこと

を記したいと思います。

1. とにもかくにも財務改善 !!
　予算規模約 1 億 3,000 万円の社団法人横浜市

火災予防協会は平成 23 年度決算で約 2,800 万

円の赤字、そして旧（財）横浜市防災指導協会

から引継いてきた正味財産期未残高も約 2,800

万円減って、3,070 万円ほど。これが、平成 24

年 4 月１日付で公益社団法人に移行した横浜市

防火防災協会（以下「協会」という）初代事務

局長として採用された私の目の前にある現実で

した。

　そもそも公益法人として存続してゆくこと自

体にクエスチョンマークがつくような厳しい状

況でした。

　以前から事務局を担当された方々もそれなり

に努力されたのでしょうが、この結果でした。

　この原因を突き止める時間的余裕はありませ

んでした。収入は事実上確定しているので支出

をとにかく減らす必要があります。幸いにして、

私は消防局予防部で査察課長、予防課長、保土

ケ谷消防署で予防課長を経験していたので、（こ

のおかげで石井会長とは一緒に仕事をしたこと

があったことは幸運でした）、自ら動いて経費の

削減を職員の皆さんに示すことにしました。い

くつかの例をあげると・・・

　平成 24 年 7 月 18 日（水）開催の防災セミ

ナーで講師を務め講師謝金を削減しました。（セ

ミナーの内容は「よこはま都市消防 2012No.15 

平成 24 年 10 月 15 日」に載っています）同時

に協会職員の多くは豊かな知識と経験をもつ消

防 OB であることに着目し、従来、外部の講師

にお願いしていた防災管理講習、防火管理講習、

自衛消防業務講習等の講義を協会職員で、すな

わち自前で行うことを目指しました（講師謝金

の削減）。事務局長自らが講義を率先して実践し

協会職員の皆さんが講師をしやすい雰囲気を作

るようにしました。しかし、個々の職員の努力

による個別の手直しには限界があります。組織

として正式に意志決定し、実行していく必要が

あります。そこで平成 24 年 9 月に「自立運営

強化 3 ヶ年計画大綱」を策定し、職員の横断的

な能力の発揮（色々な仕事をやってもらうこと）

や講師の内製化（自前で講義をするということ）、

職員採用形態の多様化（定年後の再雇用臨時雇

用、非常勤講師の活用）や給与の適正化（当時

　安藤　行雄元常任理事兼事務局長

「初代事務局長としての思い」
〜元事務局長寄稿〜
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の横浜市の要綱に沿ったものとする）等による

人材の活用、経費の見直し、そして会員増を目

指す等にチャレンジして、資金収支赤字体質か

らの脱却を図ることにしました。

　結論から言えば、平成 24 年度決算は 650 万

円の赤字、平成 25 年度決算は 660 万円ほどの

黒字、平成 26 年度決算は 740 万円ほどの黒字、

平成 27 年度決算は 300 万円ほどの黒字となり、

ともかく赤字体質からの脱却は達成されました。

　良いこと尽くめのように見えますが、経費削

減の主要部分は、人件費の削減であり、3 ヶ年

計画でチャレンジしようとしたことに関しては、

講師の内製化、給与の適正化、職員採用形態の

多様化、規程類の制定改廃、救命講習実技カリ

キュラムの改善、ホームページの全面リニュー

アル、防災視察研修の日帰り実施などを除き、

先送りしたものが少なからずありました。

（追記）

　次の事務局を引継いだ武下さん、有賀さん

チームが本誌のカラー化など、次々と改善を進

め、現在の坂野さん、渕上さんチームまで継続

して業務改善が続けられている姿を見ると、公

益社団法人横浜市防火防災協会の未来は明るい

と思うものです。

2. ただただ感謝 !!
　組織の仕事、とくに業務改善は一人が力んでもど

うなるものでもありません。多くの皆様が協力・応

援してくれたから業務改善が出来たのです。そのこ

とへの感謝です。

（1）�当協会の財務状況については企業経営者として

相当に厳しい見解を持っていたと思いますが、

石井会長を始め各副会長、理事の皆様が事務局

を信頼し応援してくれたこと。ただただ感謝で

す。

（2）�危機感を共有し業務改善に意欲と実行力を持っ

た協会職員が少なからずいてくれて、更に、こ

の人達を応援してくれる職員が多くいてくれた

こと。これによりよい方向、よい方向へと回転

してゆきました。職員の皆さんにただただ感謝

です。特に、市村さん、都丸さん、信田さん、

神保さん、滝尻さん、安田さん、小山さん、中

野さん、田子さんに謝意を表します。

（3）�横浜市の防火防災の向上にあたっては、当協会

と消防局が各々の立場を踏まえながら相互に協

調していく必要があります。発足したばかりの

当協会をその視点から対応してくれた消防局の

皆さんにただただ感謝です。特に当時の予防部

長の岡田さんに謝意を表します。

画：渡邉 雄二
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よこはま都市消防
執筆者座談会

会場風景

ピアノ演奏

会長あいさつ

表　彰

消防局長祝辞

表　彰

元消防局長祝辞

祝　宴

公益社団法人横浜市防火防災協会設立10周年記念式典・祝賀会

令和4年6月23日（木）、崎陽軒本店にてご来賓、会員併せて
108人のご出席をいただき開催いたしました。
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２　消防計画作成(
変更 )届出書

この届出書にあっ
ても、最寄りの消

防署で記載例

及び消防計画作成
例とともに入手可

能ですが、消防

局ホームページか
らのword文書ダウ

ンロードがお勧

めになります。

①　トップページ
の左側下方にある

「届出様式

ダウンロード」の
タブをクリックし

ます。

②　「届出様式ダ
ウンロードサービ

ス」ページ

の上から2番目の
「火災予防に関す

る届出

様式」をクリック
すると、届出様式

の表が

現れます。（下方ス
クロールでも同様

です。）

③　表中の二段目
に「消防計画作成

( 変更 ) 届

出書」が現れます
。

④　「一般用作成
例」あるいは「小

規模用作成

例」、「届出書記載
例」とともに、横

浜市電

子申請・届出サー
ビスのページから

届出書

の様式をダウンロ
ードします。

届出書は記載例の
「記入事項及び記

入要領」を参

照して作成するこ
とができます。ま

た、消防計画に

ついては作成例を
参考にしながらも

、当該事業所の

実態に合わせる必
要があるので、次

の諸点に注意し

て内容の変更、追
加又は削除を行い

ます。

⑴　ガソリンや灯
油等の危険物を保

管、取り扱ってい

る事業所では、そ
の管理要領等を明

記します。

⑵　ガステーブル
やガス湯沸かし器

等の火気使用設

備・器具を使用し
ている事業所では

、安全な使用に

ついて明記します
。

⑶　喫煙の管理方
法は事業所ごとに

異なるので、実態

に合わせて明記し
ます。

⑷　多数の外来者
を収容する施設で

は、どのように知

らせ、どのように
避難させるかとい

った安全な避難

要領を具体的に明
記します。

⑸　自衛消防隊の
装備については、

装備品の数量とと

もに、保管場所も
明記しましょう。

⑹　夜間休日の防
火管理体制につい

ては、事業所の実

態に合わせて明記
します。

⑺　地震発生時に
おける初期行動、

避難場所、営業方

針などについても
具体的に明記しま

しょう。

⑻　自主点検チェ
ックリストは、事

業所の実態に合わ

せて作成します。

⑼　添付する避難
経路図は、建物平

面図を利用して作

成します。また、
消火器や屋内消火

栓、誘導灯など

の消防用設備等の
位置を明示してお

きましょう。

⑽　複数の管理権
原者がいる一定規

模以上の建物（統

括防火管理制度が
適用される建物）

の場合には、建

物全体の消防計画
があるので、その

計画に抵触しな

いように作成例の
変更等を行い、整

合させる必要が

あります。

ア　当該事業所の
消防計画が、建物

全体の消防計画

に基づくものであ
ることを明記しま

す。

イ　建物全体の統
括防火管理者から

防火管理上必要

な指示や要請があ
った場合には、こ

れに従うこと

を明記します。

ウ　防火管理者の
業務として、各種

の法定点検の実

施やその結果を統
括防火管理者に報

告することを

明記します。

エ　法定点検や避
難訓練を建物全体

で行う場合に

は、その実施時期
を明記します。

オ　特に火災発生
時や地震発生時の

初期対応や避難

の要領は、全体の
消防計画に整合さ

せる必要があ

ります。

カ　建物全体で行
う消防訓練に参加

、協力すること

を明記します。

 はじめに
　前号（平成29年

10月号）の「防火管
理制度のしくみ」

では、管理権原者
と防火管理者の役

割や責務などと、

防火管理講習の受
講要領について説

明しました。

　講習の受講後、
カード形式の「修

了証」を受領しま

すが、この時点で
は防火管理者の資

格を取得しただけ

であり、その後に
「防火管理者選任

( 解任 ) 届出書」

及び「消防計画作
成 ( 変更 ) 届出書

」を作成し、消防

署に届け出を行い
、ようやく消防法

に定められた防火

管理者に選任され
たことになります

。

　今回は、これら
の書類の作成要領

について説明した

いと思います。

１　防火管理者選任
(解任 )届出書

この届出書の様式
は、最寄りの消防

署で入手でき

ますが、横浜市消
防局のホームペー

ジからのダウン

ロードでは、記載
例も併せて入手で

きます。

①　トップページ
の左側下方にある

「届出様式

ダウンロード」の
タブをクリックし

ます。

②　「届出様式ダ
ウンロードサービ

ス」ページ

の上から2番目の
「火災予防に関す

る届出

様式」をクリック
すると、届出様式

の表が

現れます。（下方ス
クロールでも同様

です。）

③　表中の最上段
に「防火・防災管理

者選任（解

任）届出書」が現
れます。

④　「届出書記載例
」とともに、横浜市

電子申請・

届出サービスのペ
ージから届出書の

様式

をダウンロードし
ます。

以降は、届出書記載
例の「記入事項及

び記入要領」

を参照して作成す
ることができます

が、次の記載項

目については注意
が必要となります

。

なお、これらにつ
いて迷った時は、

気軽に消防署

の予防課に相談す
ることをお勧めし

ます。

⑴　用途

　消防法による各
種の規制は、防火

対象物となる建

物ごとの用途によ
って基準が定めら

れていることか

ら、その建物の用途
を明らかにする必

要があります。

　用途の代表的な
例としては、映画

館、飲食店、物

品販売店舗、ホテ
ル、共同住宅、病

院、学校、工場、

倉庫、事務所など
があり、建物の用

途が単一の場合

にはその用途を記
載しますが、これ

らの用途が２以

上複合している建
物にあっては、「複

合用途」と記

載し、その後ろに「
当該事業所の用途

」を記載します。

⑵　令別表第１

　聞きなれない言
葉と思いますが、

前述の防火対象

物（建物）の用途
は、「消防法施行

令の別表第一」

によって 1 項から
20 項まで細かく明

示されていま

すので、その項区
分を記載します。

⑶　収容人員

　防火対象物（建
物）には、収容で

きる人員に限界

があります。過剰
な人員を収容すれ

ば、有事の際の

避難行動に支障が
生じるおそれがある

ことから、その

適正管理を図るため
明らかにしておく必

要があります。

　収容人員の欄に
は人数を記載しま

すが、その算定

方法は「消防法施
行規則第一条の三

」によって前述

の令別表第一の項
区分ごとに定めら

れています。

　基本的には、当
該事業所従業者の

人数と、不特定

の外来者が利用す
るスペースの面積を

一定の数値で除

して得た数を合算し
て算定します。外来

者が利用する

スペースの判定や、
飲食店における固

定式や長いす式

のいす席の有無に
よっても相違が生じ

るので、最寄り

の消防署に相談す
るのが適切だと思い

ます。

　また、複数の管
理権原者がいるビ

ルなどの建物で

は、建物全体の収
容人員の記載が必

要ですので、ビ

ルの管理者、オー
ナー等に確認が必

要です。

⑷　添付書類

　届出書に、防火
管理講習の修了証

のコピーを添付

して完了となりま
す。

「防火管理制度のしくみ」

-防火管理者選任届出書、消防計画作成届出書の作成要領

PartⅡ

（公社）横浜市防火防災協会 武下事務局長

（全3回）
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　前号では武家の火消について述べたが、今回からは町の火消について先行研究や歴史資料を整理しながら追いかけていきたい。1858 年 7 月 29 日（安政 5 年 6 月 19 日）の日米修好通商条約締結以降、久良岐郡横浜村は国際的な貿易都市へと変貌を遂げていく。この過程で多くの人びとが横浜に流入し、1859 年 7 月 1 日（安政 6 年 6 月 2 日）の開港を迎えることになった。急激な人口の増加と集住は、火災発生の危険性を高め、横浜の街々は組織的な消防力を必要としていった。　1923（大正 12）年 9 月の関東大震災後、横浜市役所は当時途上にあった自治体史の編纂事業を再開させ、市内外の古文書等を収集して約 1300冊の筆写本にしていった。現在、それらの一部は『市史稿写本』として横浜開港資料館において保管・公開されている。そのなかの一冊、『市史稿写本 雑史料三』に戸部米吉という人物が所蔵していた「横浜開港当時ヨリノ消防組」（1924 年 4 月18 日、石黒七郎筆写、弦間冬樹校閲）という史料がある。この史料には「安政六年三月より始ま

横浜開港資料館
調査研究員 吉田 律人

図　開港直後の横浜を描いた肉筆画　横浜開港資料館所蔵
　　陸地の中央部、堀で囲まれた場所は港崎遊郭（現・横浜公園）。中村川と港を結ぶ堀川はまだ開削されていない。

開港直後の火消組開港直後の火消組

横 浜 消 防 の 近 代 史

る同年六月二日貿易の取引のこと」とあり、「同時に消防纏印及組員並に頭取定まる」として、「ヨ組」の頭取である鈴村要蔵を筆頭に、「を組」、「よ組」、「吉組」、「の組」、「と組」、「廓組」の 7 つの火消組の纏と管轄地域、頭取の名前等を挙げていた。原本が確認できないので、史料の性格は判然としないが、開港から 1921（大正 10）年までの消防組織の変遷がわかる。おそらく記されたのは関東大震災以前であろう。ここから開港と同時に火消組を組織したことがうかがえる。　続いて 1909（明治 42）年の横浜開港 50 年を契機に横浜商業会議所の発行した肥塚龍『横浜開港五十年史 下巻』によれば、開港の翌年、万延元年正月（実際は安政 7 年 1 月、「安政」は旧暦 3 月18 日に「万延」と改元）の出初式には、元浜町、本町外五町、港崎町、戸部町、野毛町、太田町、神奈川、青木町、太田、末吉町の 10 組の火消組が参加したとし、「右は町会所より、神奈川奉行所へ届出の人数にして、実際に於ては各組共、尚大勢之に加はり、其服装の如き贅澤を極め、縮緬の指子

かではない。そのため矛盾点もあり、引用するにあたっては留意が必要である。　管見の限り、開港期の史料で火消組の組織が確認できるのは、開港 3 年後の 1862（文久 2）年に刊行された『珍事五ケ国横浜はなし』が最初である。同書からは「本組」、「よ組」、「ヨ組」、「を組」、「の組」、「は組」、「廓組」の 7 つの火消組の纏と、頭取など幹部の名前が確認できる。時間の経過に加え、震災や戦災で史料が失われたため、横浜の消防組織の起源を追うのは困難な状況となっている。

を著したるもの、其数尠なからざりし」と記している。また、神奈川県消防課が 1936（昭和 11）年に発行した『横浜消防概況』には、「万延元年私設消防として「火消組」の結成在り、代官石川徳右衛門、戸太村（今の南太田町普門院附近）の陣屋に在りて之を八組に分轄統率し、総元締として組頭に太田屋源左衛門を各組に頭取一名乃至数名を配し、横浜村の火災警防に従事せり」とある。　以上の叙述から開港直後に火消組が存在したことはわかる。ただし、いずれも開港から半世紀以上を経てなされたもので、根拠となる史料は明ら

　東北地方の太平洋沿岸に大きな被害を与えた東日本大震災の発生から
10 年を迎えました。壊滅的な打撃を受けた被災地の状況は私たちの記憶
するところですが、それと同じような状況が今から約100年前の横浜でも
ありました。1923（大正12）年9月1日に発生した関東大震災です。2018（平
成 30）年秋、鎌倉市内の旧西野写真館から関東大震災時の横浜を捉えた
28 枚のガラス乾板が発見されました。これらの写真は神奈川県警察部が
1926年に編纂・刊行した『大正大震火災誌』などに使用されていましたが、
写真原板の発見によって鮮明な画像情報を得ることが可能となりました。
割れやすいガラス乾板が今日まで残っていたのは奇跡といえるでしょう。
　本書は西野写真館旧蔵関東大震災ガラス乾板写真全 28 枚を収録した写
真集です。横浜市街を流れる河川の状況や、瓦礫の山となった山下町、外
壁を残して焼け落ちた建造物群、そして倒潰した港湾施設など、被災地
となった横浜の惨状が鮮明な画像とともに浮かび上がってきます。ぜひ、
お手にとっていただければ幸いです。

のご紹介

横浜開港資料館あて申込み（はがき、電話、FAXいずれも可）

〒231-0021 横浜市中区日本大通 3　　TEL：045-201-2100　　FAX：045-201-2102

※料金後払い、送料別途（大量の場合着払い宅配便）　　※公費支払いの場合、書類等は、相談に応じます。

横浜開港資料館のショップのほか、通信販売でもお求めいただけます。詳細は下記までご連絡ください。

横浜開港資料館編『レンズ越しの被災地、横浜―西野写真館旧蔵 関東大震災ガラス乾板写真―』

（公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団、2021年）A4判・48頁、1,320円（税込）

レンズ越しの被災地、横浜―西野写真館旧蔵 関東大震災ガラス乾板写真―

写真集
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　レトルトカレー「
よこすか海軍カレー

」でお馴染み

の株式会社調味商事
と「横浜市と株式会

社調味商事と

の防災・減災普及
啓発に関する連携

協定」を締結し、

横浜市消防音楽隊
とコラボした「消防

音楽隊カレー」

を共同製作しました
！！

　本事業は、同社が
これまで様々なコ

ラ

ボ商品を展開して
きた実績を生かし

て、

横浜市消防局・消防
音楽隊のPRや防災

・

減災の普及につな
げていきたいとい

う思

いから、共創事業と
してご提案をいた

だ

きました。市民の皆
様が消防や防災に

関

心をもつきっかけ
になることを目指

して

います。

　表面はポップで
可愛いらしく、裏面

に

は消防ヘリや消防
艇などを掲載し、子

ど

もたちに喜んでもら
えるようなデザイン

、

食べやすい味付けの
カレーになっていま

す。5 月 27

日から調味商事のオ
ンラインショップや

首都高速湾岸

線大黒 PA などで販
売を開始しており、

今後も販路を

開拓していく予定で
す。お土産などにぜ

ひどうぞ！

　　 横浜市消防局

「消防音楽隊オリジナルカレー」完成！！

　　 水災害に特化した体験装置等を体験し、

風水害に備えよう！
■ 横浜市消防局　横浜市民防災センター

■ 横浜市消防局　横浜市民防災センター

　近年、全国的に
激甚化する風水

害への備えとして
、実際の水を活

用した水災害体験
装置を導入し、

令和 4 年 4 月から
運用を開始しま

した。

　水害が発生した
際、水かさが増

すことでドアにかか
る水圧や水流

が発生した中での歩
行の難しさをリ

アルに体感していた
だくことができ

ます。

　また、より多くの
方々にリアルな

災害の疑似体験をし
ていただけるよう、

いつでも自由に体験
ができる

「VR自由体験コー
ナー」も新設しまし

た。（当分の間要予
約）

　これらの体験を
通し、早期避難の重

要性について認識を
深めてい

ただき、これからの
台風シーズンに備え

ましょう。

ドアにかかる水圧
体験

VR自由体験コーナ
ー

水流発生時の歩行
困難体験
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公益社団法人設立10周年

よこはま都市消防
執筆者座談会

　今回は、よこはま都市消防の各コーナー、「妄言多謝」の（し）さん、「新約消防白書」
の（K）さん、「YOKOHAMA路地裏日記」のジャムさん、そして特別寄稿「人的エラー
からの脱却」の岡田さんにお集まりいただき、渕上新編集長の司会により、よこはま都
市消防への思いについて、座談会形式でお話を伺いました。

（し）さん
妄言多謝

№ 36 ～ 20 回

（K）さん
新約消防白書

№ 47 ～ 9 回

ジャムさん
YOKOHAMA
路地裏日記
№ 37 ～ 19 回

岡田さん
人的エラーからの

脱却
№ 46,49,50,51,53,54

～ 6 回

渕上編集長
本年度より
編集長に

当協会の
常任理事兼事務局長

記録 : 有賀

【自己紹介・近況について】

渕上編集長 皆さん、自己紹介、近況をお願いします。
（し） 私はだんだん幽霊に近くなってきた。物事に興

味を持たなくなってきた。自分が考えていること
に集中して自分の中へ中へと沈む思いが多くなる。
簡単に言うと、読んで、書いて、音楽を聴いてその
くらいです。自分の部屋で全部済んでしまう。

岡田 年とともに感性が磨かれてきているような
（し） そうやって自分の感性を磨いていかないと逆

にダメなんですよ。放っておくと感性も体力も
落ちるからそうやって自分の中に入ってくる。

（K） 最近まで私には趣味といえるものがなく探し
ていた。海の近くに住んでいるので、最近、シー
グラスを拾いに行くのが好きになって、それを
拾い集めて作品を作るみたいなことが趣味に
なっている。ビーチを歩くのがすごく楽しい。

ジャム 私は絵が好きなので、汐留美術館のキース・
ヴァン・ドンゲン展に行ってきました。40 年ぶ
りの来日、とてもよかったです。それとル・コ
ルビュジェの造った、国立西洋美術館、それも
新装になっていってきました。

それと漢詩の本を読み始めました。長い歴史
がありますが過去の作者と壮大な時間の流れを
感じながら漢詩を読んでいるんです。
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　「震度 6 弱の揺れに見舞われる確率」とか、「地震
の発生する確率」とか実に分かりにくいですね、今回
は地下で起こる地震そのものの確率についてのお話
です。

　地震が発生する確率とは、地中の深いところ
で岩盤がずれたりする現象について、過去の発
生間隔等を踏まえ今後の発生可能性を示してい
るものです。この確率は、政府の地震調査研究
推進本部から「地震の長期評価」という表題で
公表されますので、これに地震の発生確率が含
まれていることはちょっと分かりにくいかもわ
かりません。
　現在発生確率が公表されている活断層や海溝型
の地震の中で、その規模がマグニチュード（以降
M と表記）8 以上の「巨大地震」に区分され、しか
もそれが今後 30 年以内に発生する確率として 80％
という数字が示されている地震が二つあります。
　いずれも海溝型地震で、千島海溝沿いの地震の
うち根室沖を領域とする地震と南海トラフ地震で
す。根室沖を領域とする地震の規模は M7.8 ～
8.5 でその 30 年以内の発生確率は 80％、南海ト
ラフ地震の規模は M8 ～ 9 でその 30 年以内の発
生確率は 70％～ 80％となっています。この二つ
の地震の数字は、いずれも平成 30 年 1 月に改訂

され、年数が経過することで確率が高くなってい
ます。
　また、M 7 以上の「大地震」に区分される地震
で確率の高いものは全国に複数ありますが、現時
点で横浜に最も関係のあるのは首都直下地震で、

その 30 年以内の発生確率は 70％となっており、

この数字はここ暫く変わっていません。
　今年 3 月には日向灘や南西諸島の長期評価が公
表され、確率は示されていないものの巨大地震の
発生の可能性が示されました。こうした様々なデー
タが意味するものは、大規模な被害を及ぼすおそ
れのある地震の発生が各地で切迫しているというこ
とです。

　平成 7 年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

は活断層で発生をした地震ですが、活断層による
地震は海溝型と比べ 30 年以内に発生する確率は低
くなっています。これは、地震の発生間隔が 1,000

年単位と大変長いことによるものですが、全国には
多くの活断層がありますので、日本のどこかで 5～
10 年間隔で活断層による地震が起きているという
ことになります。　活断層の長期評価で最も確率が高いのは糸魚川

－静岡構造線断層帯（中北部区間）で M7.6 程度の
地震の 30 年以内の発生確率は 14％～ 30％となって
います。海溝型に比べると数字が小さい印象がありま
すが、活断層の特性を踏まえるとかなり高い値であるこ

とが分かります。
　なお、過去の大規模地震の発生直前の確率は
表 1 のとおりで、確率が低いからといって直ぐに地震
が発生しないということではありません。

防災の取り組みにアシスト

第4回

地震の発生する確率が高くなっている！

活断層で発生する地震の確率

海溝型地震の発生する確率

最近の大規模地震における直前の発生確率等

表１

　日本海溝・千島海溝地震、首都直下地震及び南
海トラフ地震の 3 つの被害想定には、違った特徴が見

られます。まず首都直下地震と他の二つの地震とは M
が 1 ～ 2 段階違いますので、被害の程度に大きな差
があります。例えば人的被害のうち、建物倒壊、津波、

火災等による最大の死者数は、首都直下地震は最大
で 23,000 人、南海トラフ地震では最大で 323,000 人
で東日本大震災の約 16 倍にもなります。また、火災を
含む建物の全壊棟数は、首都直下地震では最大 61

万棟に対して、南海トラフ地震では最大 238 万棟で東
日本大震災の約 19 倍になります。南海トラフ地震で想
定される被害が如何に大きいものか分かります。
　また、被害の内容も異なっています。死者の想定で
は、首都直下地震では火災によるものが約70％、建物
倒壊によるものが約 28％で、南海トラフ地震では津波
によるものが約 71％、建物倒壊によるものが約 25％と

なっており、日本海溝・千島海溝モデルではほぼ 100％
が津波によるものとされています（図 1）。そして、日本
海溝・千島海溝モデルでは、冬場に低体温症の対処
が必要な人数が最大約42,000人に及ぶとしています。

［横浜市の被害想定］　これら3つの地震のうち横浜市に被害を及ぼすおそれ
のある地震は、首都直下地震と南海トラフ地震で、横浜
市は、首都直下地震緊急対策区域と南海トラフ地震防
災対策推進地域として指定されています。横浜市は南
海トラフ地震の発生域から離れているため揺れによる被
害は少ないとされ、大きな被害が心配されるのは首都直

下地震の揺れによるものと南海トラフ地震の津波です。

　神奈川県の被害想定によれば横浜市の建物被害
は、全体像と同様に首都直下地震で建物倒壊と火災
による被害が大きくなっています。（表2）

　首都直下地震では、揺れによる被害対策として、建
物の耐震化や家具等の転倒・落下防止対策を進め、

火災対策として電気による火災を防止するための感震
ブレーカー等の設置、初期消火を促進するための家庭
用消火器等の設置、住宅用火災警報器設置率の向
上、自主防災組織や自治会等での消火・避難等訓練
経験率の向上などを掲げています。こうした対策が
100％進めば、ケースによっては被害を 1/10 程度まで
減らすことができるとしています。　南海トラフ地震による津波も含め、被害想定とその

対策の方向性を踏まえながら、事業所等では消防計
画に定める地震に関する計画をより実態に合ったものに
していく必要があります。　なお、感震ブレーカーですが、平成 28 年 3月に電気

関係法規に準ずる民間規格である内線規程が改正さ
れ、「地震時等に著しく危険な密集市街地」の住宅等
には、感震遮断機能付住宅用分電盤を施設することが
勧告事項として盛り込まれ、更に平成 31 年4 月には、都市計画法に基づく「防火地域」・「準防火地域」の住宅等に施設することが勧告事項として規定されました。これら以外のすべての地域の住宅等にも推奨事項とされています。

元 中消防署長　小野 和夫

地震への対策

被害想定

死者の想定（割合）
図１

横浜市の被害想定 （神奈川県被害想定(H27,3)による）

表２
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わたしの

ベストショ
ット!!

撮影：近藤 美樹さん

九都県市合同防災訓練から

Y O K O H A M A   R O Z I U R A   N I K K I

文と写真 ● ジャム

　花のない時季もある。石川町駅南口中村川方面に出て、中村川

に沿って少し歩き、亀の橋を渡らずに諏訪神社前をすぎ地蔵坂を

上る。少し行くと左手のコンクリートの階段をずんずん上る。途中に

見事な紅梅。この坂は、いつ上っても息が切れてしまう。息を整え

つつ上り終えるとそこは山手イタリア山庭園。外交官の家、ブラフ18

番館を見ながら道なりに行くと、山手本通りに出る。カトリック山

手教会、横浜司教館別館を右手に見

て、フェリス女学院を過ぎ、代官坂上

をわたるとべーリックホールに出る。

山手80番館遺跡、横浜山手西洋館、

えの木てい、山手234番館、横浜山

手聖公会を通り過ぎて、ちょっと山手

資料館に入り、1階2階をさっと見学。

貝殻坂のとば口に日本の道100選山

下公園通り・山手本通りのモニュメン

トがある。外人墓地、横浜地方気象

台を左に岩崎博物館を右にして、信

号を渡るとそこはイングリッシュローズ

の庭、沈床花壇がある。横浜市イギリス館、山手111番館を過ぎる

と神奈川県立神奈川近代文学館の入り口になる。そのすぐそばに

大佛次郎記念館。「文士は必ずカメラを持て」という展示にひか

れてしまった。やっぱりというべきか、ライカが展示してあった。ど

うするんだ、オレ。

　大佛次郎は愛猫家で知られる。どうも15匹以上もいたらしい。

　港の見える丘公園展望台でまさに港を見て、フランス山で愛の

母子像の前を通り、フランス領事館公邸遺構を過ぎ、フランス橋

を渡ると再び中村川に出る。これがエトランゼの横浜散歩。

のぼのぼ

のぼのぼ

　編集長を
5年間演じ

させていただいた。
　演技は日頃の自分ではないもう一つの
生き方を表現させてもらえる貴重な時間
だった。ずっとやりたかった冊子の編集
の仕事、それを仲間が、先輩が、たくさん
の出会いが救ってくれた。それまで褒めら
れては木にのぼり、落ちては嘲笑され、臆
病になっていた。編集をさせていただい
たこの間、のびのびと人のつながりの役を
担えたことに感謝している。
　最高の褒め言葉は「あなたは触媒、みん

なの良さを引き出してくれる」と言われたこ
と。本当の自分に「これがしたかったのだろ
う」と気付かされ、木の頂点まで登るような
最高の言葉だった。その気付きを小誌の
「潤滑油と触媒」というコーナーのタイトルに
託した。今後は別の自分を演じる機会を探
しながら、自然体で気負わずにいきたい。
　もちろんキーワードは防災、鏡を見て
は姿勢を糺しながら。
※今後は渕上事務局長が編集長となり、
私はお手伝いをさせていただきますので
引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

（アルガ）

編集後記

　本年度から当機関誌の編集長になりまし
た横浜市防火防災協会事務局長の渕上
正基と申します。
　「よこはま都市消防」をご愛読いただき誠にありがとうございます。
　当機関誌は、執筆者や投稿者の皆様並びに横浜市消防局の皆
様、そして読者の皆様など多くの方 の々ご協力により、防火防災関
係を中心に、エッセイや趣味など二刀流、三刀流の幅広い情報を
盛り込んでおります。今後とも充実した誌面となるよう務めていきま
すので、変わらぬご支援の程よろしくお願いいたします。

当協会事務局等の新年度の人事について

編集長着任のご挨拶

▼  事務局次長　防災支援課長
　（前　次長講習課長兼防災コンサルティング課長）

滝沢　宏

▼  事務局長　総務課長事務取扱
　（前　事務局次長）

渕上　正基

▼  専務理事
坂野　満

▼  事務局次長　講習課長
　（前　磯子消防署副署長）

韮山 広志

継 続 ※一部役員・課長以上新 任

※4月1日から、「防災コンサルティング課」が「防災支援課」に名称が変わりました。

新体制一同、
今後ともよろしく
お願いいたします。

渕上 正基

新 約 消 防 白 書

　座敷から縁側に庭を臨み、向こうに稜線を望む。縁
側から踏石の下駄を履き、草花を愛でる。一輪を摘
み、床の間に活け、暫し、座敷に佇み、微風をうける。
「山も庭も動き入るるや夏座敷」芭蕉。私の理想だ。
　しかし、このような開放的な木造建築は、火の手に
は弱い。江戸時代では、家屋が容易に炎上し、延焼し
大火となった。やむを得ず、家屋を破壊し延焼防止を
行った。現代も消防における戦術上の優先順位は、人
命救助、そして延焼防止である。
　一方、明治以降日本は、近代化（西欧化）を推進して
きたが、西欧の建築は様式が違うため火災の様相も
日本と異なる。中世西欧社会では、※1「万人の万人によ
る闘争」という思想が生まれるほど野蛮で混乱した状

況であった。略奪から町を守るため周囲を壁で囲い、
石で家を造り、閉鎖的な壁文化が形成された。その壁
文化が継承された19世紀後半の※2「主要な都市にお
ける建物火災のほとんどは、出火階でとどまっていた」
と言う。石造りの家では壁に火が阻止され延焼するこ
とが稀であり、壁による延焼防止は驚異的である。
　近代建築の父ル・コルビュジェは、建物を支える
※3「構造壁からの解放」を行ったが、それでも近代建
築は、防火区画という閉鎖性を受け継いでいる。日本
はその西欧化された建築を受け入れ、明治以降150
年経っているが、区画による延焼防止策は身につい
ただろうか。多くの日本人は、今も※4「家の作りやう
は、夏をむねとすべし」とする開放的な家を志向して
いる。ついつい、防火区画への認識が薄らいではいな
いか。（K）

開放性と閉鎖性、そして延焼防止

回20第謝多言
しゃたげん

妄
もう

　友人のコンサートへ行った。息子より年下の彼女

はサキソフォン吹きである。コロナ禍でいくつもの

発表の場を失った後の3月半ば、ピアノとのデュオが

あると本人から聞いたので、丹沢山塊の麓の小さな

美術館の一室へ行く。30人限定、私たちの席は最

前列で奏者とソーシャルディスタンスの近さである。

開演前のざわめ

きがおさまり、二

人が登場した。ピ

アニストも女性、

硬すぎない緊張

感のあと音楽が

立ち上がる。ピアノは力強くリズムを刻み、上原ひろ

み風、サキソフォンは悠揚と叫び、囁き、泣く。音色

は柔らかい。ボザ、ミヨー、ブルッフ、ドビュッシーな

どのクラシックは知性と情感が精緻に隅 ま々でいき

わたり気品が漂い、ポピュラーやジャズは成熟した

軽さや渇いた哀愁、揺蕩う心のありように聴く者は

息を止める。曲によりテナーとアルトを吹き分ける。

ピアソラの「鮫」はピアソラ自身のバンドやギドン・ク

レーメル率いるグループとは異なる、人による歌のよ

うだ、しかも手練れの演歌か。ここではクラシックと

ジャズ、演歌との垣根は取り払われた。終演後「カウ

ンターでスコッチを呑みながらこんな演奏を聴かさ

れたら俺は泣くぞ」というと、彼女は「あたしのため

に泣いてくれるの？」隣でピアニストは黙って微笑ん

でいた。（し）

※1 ホッブズ「リヴァイアサン」、bellum omnium contra omnes
※2 神戸大学 北後明彦「火災調査の歴史」、主要都市：ウィーン、ロンドン、ハンブ

ルク、ローマ、フィレンツェ、コペンハーゲン、ブリュッセル、アントワープ、など
※3 「近代建築の5原則」の一つ
※4 吉田兼好「徒然草」第55段

たゆた
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　 令 和 2 年 中 の 横 浜 市 の 救 急 出 場 件 数 は 、
194,639件で前年と比べて17,756件減少し、搬送
人員も164,083人と前年に比べて18,563人減少
しました。平成21年以降、11年にわたり増加を続
け、平成23年以降は過去最多記録を更新していま
したが、12年ぶりに減少しました。　搬送人員の割合を年代別にみると高齢者が57.3％、

傷病程度別にみると中等症以上が54.0％を占めて
おり、ともに年々増加傾向にあります。
　12年ぶりに減少したとはいえ、2分42秒に1回救
急車が出場している状況ですので、引き続き、横浜
市消防局では救急体制の充実・強化を図るととも
に、救急車の利用方法についての広報など、救急需
要対策を推進します。

横浜消防トピック119救急出場件数、搬送人員が12年ぶりに減少しました！■ 横浜市消防局 救急課

☎＃７１１９（携帯電話、プッシュ回線の固定電話）

または ☎045-232-7119（すべての電話でご利用いただけます）
※「意識がない」「呼びかけに反応がない」場合
　は、すぐに救急車を要請してください。

救急車を呼ぶか迷った時には 
や 

の利用を！

＃7119 救急受診ガイド

横浜市救急相談センター　（無休・24時間）

パソコンやスマートフォンで、急な病気や
けがの緊急性を確認できます。各消防署で冊子版も配布しています。

横浜市救急受診ガイド

横浜市救急受診ガイド
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（内訳）

■ 重症以上　■ 中等症　■ 軽症

※岡田氏は当協会の専任講師を務めております。　※「人的エラーからの脱却」は不定期に掲載いたします。

　安全に関するジレンマについて考えてみたい。
　安全分野においては、これまで、事故・ニアミス・
ヒヤリハット等の事例に着目し分析することに
よって、安全に寄与する技術や法則を構築する学
習を行ってきた。まことに自然な流れであり、理解
できる学習方式である。　しかし、各分野の技術の進歩・発展により安全
性が向上したシステムは、当然のことながら事故
あるいはそれに近い事例の発生頻度を小さくす
る。すなわち安全性の向上が、学習の機会を必然
的に減少させることになる。このジレンマを克服
する一つの方法として、事故事例・失敗事例だけ
でなく、成功事例からも学習する必要があるとい
うことが近年言われていることであり、都市消防
第49号でも、言及させていただいた。
　さて、人間を動機付けするためには、いろいろな
理論のあることが知られている。マズローの欲求
段階理論やハーズバーグの動機付け衛生理論な
どである。よく言われることに物語があると人間
は動機付けされやすい、というものがある。問題
は、良い物語と悪い物語があり、すべての物語が
プラスに働くわけではないということである。過
酷事故が想定されるような、大きなプラントやエ
ネルギー産業は、訴訟や告発のリスクを抱えてい
ることがままある。過酷事故等に備えて追加的な
安全手段を導入する場合、今までの安全対策だけ
では足りないことを認めたことになるのではない
かという思考停止してしまうジレンマが生じる。

「人的エラーからの脱却 Ⅲ」

特別寄稿

リスクマネジメントコンサルタンツ
代表 岡田 康裕

このジレンマの厄介なところは、告発した側に有
利に働くように思われるだけでなく、された側に
も安全には不断の努力が必要なのだという当たり
前のことがおろそかになることである。
　このようなジレンマを乗り越えるために、レジ
リエンスエンジニアリングでは、個人や組織にレ
ジリエント特性を持たせるための基礎となる四つ
の主要な能力が重要であるという提案がなされて
いる。一つ目は、望ましくない状態に対して、適切
に対処できる（responding）ということであり、臨
機応変な対処までも含む能力。二つ目はシステム
内部の不具合や外部環境の変化を監視できる
（mo n i t o r i n g）能力。三つ目は、予見できる
（anticipating）能力で、ピンチやチャンスの可能
性を予見することは対処や監視にも有利である。
最後は能力の向上には欠かせない学習できる
（learning）能力である。これらの能力は、当然の
ことながら、独立したものではなく、並列的に必要
とされるものである。

ハインリッヒの法則

件の重大な事故
件の小さな事故

件のヒヤリハット
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岡田 仲間と先日も甲府にある「おいしい学校」とい
う学校を宿泊施設にしているところへ行きまし
た。畑の真ん中に学校があってそこに宿泊でき
るのがすごくいいんです。

そこに行くため富士川に向かう途中で鮎を食
した後、「中勘助文学記念館」があってそこの館長
さんと話ができて、有名な著書「銀の匙」など趣
味が合って盛り上がりました。

【それぞれの文の源泉は】

渕上編集長 お話を伺っていると、皆さんは多くのものに
関心を持っていらっしゃいますね。その源泉は
何なのか、多趣味、興味を持つ、アンテナとか
バイタリティーはご自身の意識の中にはどのよ
うな位置づけになっているのでしょうか。

ジャム 自分が思うのは、自分自身非常に不完全で欠
損している部分があって、「何か足りないもの」
を埋めたいがためにいろんなものに手を出して、
埋めてはみてもやっぱり違うなぁ、ということ
を繰り返しやっているんじゃないかと思います。
何かピースが合わないからあれこれやって手を
広げている。

（し） それは全く共感します。ジャムさんの言う「何
か足りないもの」というのは私たちだけではなく
いろんな人が言っているんです。もの書く人も
芸術家も大概そうなんです。自分の足りないも
のを埋め続けているんです。

（K） これは自己肯定感の話ですね、私はどちら
かというと否定型なんです。否定しているもの
ですから自己肯定感のある人を見るとすごいス
ケールが大きく感じる。

高校時代は自己否定ばかりでした。そんな中
で出会ったのが白樺派でした。特に武者小路実篤
の自己肯定感には救われました。自己肯定したい
がために自分はもがいているのではないかと思っ
た。

渕上編集長 よこはま都市消防についてですが、文章を作
るうえでどのようにされていますか。

（K） 基本的には自己否定だけれど本当は自己肯定
を求めている。文章の中でも「こうでしょ」「こう
でしょ」と求めている気持。

（し） うまいこと言いますね。酒も飲まずに（笑）。
（K） たとえば都市消防の編集部に救われたりする。
（し） 肯定側が否定する側を助けている。自己肯定

できる人は日常の中から見えるものにも肯定で
きるようで広報誌の編集にはそういった肯定力
が大切なのかなとも思う。

ジャム だから自己肯定感のある人は他人を幸せにす
るのではないか。

（し） 前編集長有賀さんには趣味の多さからもわか
るが自己肯定できないはずはない。

（K） 前号の趣味の紹介のところ、あのページは肯
定感がありすごいと思った。

【執筆されている都市消防の各コーナーについて】

渕上編集長 岡田さんの人的エラーからの脱却について
はどのようなことを読者に伝えようとお考えに
なったのでしょうか。

岡田 一つには橋本邦衛さんという人間工学の基礎
を作った学者さんの、人間を五つのフェーズに
分ける、そのことが一つの発見だったと思う。
人間というものは完全なものではない、その時
その時で変わっていく、それが橋本理論。それ
を参考に理論化したいという思いが強かった。
西消防署の予防課長をやっていたころからのこ
とですから、何十年か読みつないできて結構理
論も変遷し、積み重ねなので、補填し、補填し
それでやっと形になった。
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　「震度 6 弱の揺れに見舞われる確率」とか、「地震
の発生する確率」とか実に分かりにくいですね、今回
は地下で起こる地震そのものの確率についてのお話
です。

　地震が発生する確率とは、地中の深いところ
で岩盤がずれたりする現象について、過去の発
生間隔等を踏まえ今後の発生可能性を示してい
るものです。この確率は、政府の地震調査研究
推進本部から「地震の長期評価」という表題で
公表されますので、これに地震の発生確率が含
まれていることはちょっと分かりにくいかもわ
かりません。
　現在発生確率が公表されている活断層や海溝型
の地震の中で、その規模がマグニチュード（以降
M と表記）8 以上の「巨大地震」に区分され、しか
もそれが今後 30 年以内に発生する確率として 80％
という数字が示されている地震が二つあります。
　いずれも海溝型地震で、千島海溝沿いの地震の
うち根室沖を領域とする地震と南海トラフ地震で
す。根室沖を領域とする地震の規模は M7.8 ～
8.5 でその 30 年以内の発生確率は 80％、南海ト
ラフ地震の規模は M8 ～ 9 でその 30 年以内の発
生確率は 70％～ 80％となっています。この二つ
の地震の数字は、いずれも平成 30 年 1 月に改訂

され、年数が経過することで確率が高くなってい
ます。
　また、M 7 以上の「大地震」に区分される地震
で確率の高いものは全国に複数ありますが、現時
点で横浜に最も関係のあるのは首都直下地震で、

その 30 年以内の発生確率は 70％となっており、

この数字はここ暫く変わっていません。
　今年 3 月には日向灘や南西諸島の長期評価が公
表され、確率は示されていないものの巨大地震の
発生の可能性が示されました。こうした様々なデー
タが意味するものは、大規模な被害を及ぼすおそ
れのある地震の発生が各地で切迫しているというこ
とです。

　平成 7 年の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）

は活断層で発生をした地震ですが、活断層による
地震は海溝型と比べ 30 年以内に発生する確率は低
くなっています。これは、地震の発生間隔が 1,000

年単位と大変長いことによるものですが、全国には
多くの活断層がありますので、日本のどこかで 5～
10 年間隔で活断層による地震が起きているという
ことになります。　活断層の長期評価で最も確率が高いのは糸魚川

－静岡構造線断層帯（中北部区間）で M7.6 程度の
地震の 30 年以内の発生確率は 14％～ 30％となって
います。海溝型に比べると数字が小さい印象がありま
すが、活断層の特性を踏まえるとかなり高い値であるこ

とが分かります。
　なお、過去の大規模地震の発生直前の確率は
表 1 のとおりで、確率が低いからといって直ぐに地震
が発生しないということではありません。

防災の取り組みにアシスト

第4回

地震の発生する確率が高くなっている！

活断層で発生する地震の確率

海溝型地震の発生する確率

最近の大規模地震における直前の発生確率等

表１

　日本海溝・千島海溝地震、首都直下地震及び南
海トラフ地震の 3 つの被害想定には、違った特徴が見

られます。まず首都直下地震と他の二つの地震とは M
が 1 ～ 2 段階違いますので、被害の程度に大きな差
があります。例えば人的被害のうち、建物倒壊、津波、

火災等による最大の死者数は、首都直下地震は最大
で 23,000 人、南海トラフ地震では最大で 323,000 人
で東日本大震災の約 16 倍にもなります。また、火災を
含む建物の全壊棟数は、首都直下地震では最大 61

万棟に対して、南海トラフ地震では最大 238 万棟で東
日本大震災の約 19 倍になります。南海トラフ地震で想
定される被害が如何に大きいものか分かります。
　また、被害の内容も異なっています。死者の想定で
は、首都直下地震では火災によるものが約70％、建物
倒壊によるものが約 28％で、南海トラフ地震では津波
によるものが約 71％、建物倒壊によるものが約 25％と

なっており、日本海溝・千島海溝モデルではほぼ 100％
が津波によるものとされています（図 1）。そして、日本
海溝・千島海溝モデルでは、冬場に低体温症の対処
が必要な人数が最大約42,000人に及ぶとしています。

［横浜市の被害想定］　これら3つの地震のうち横浜市に被害を及ぼすおそれ
のある地震は、首都直下地震と南海トラフ地震で、横浜
市は、首都直下地震緊急対策区域と南海トラフ地震防
災対策推進地域として指定されています。横浜市は南
海トラフ地震の発生域から離れているため揺れによる被
害は少ないとされ、大きな被害が心配されるのは首都直

下地震の揺れによるものと南海トラフ地震の津波です。

　神奈川県の被害想定によれば横浜市の建物被害
は、全体像と同様に首都直下地震で建物倒壊と火災
による被害が大きくなっています。（表2）

　首都直下地震では、揺れによる被害対策として、建
物の耐震化や家具等の転倒・落下防止対策を進め、

火災対策として電気による火災を防止するための感震
ブレーカー等の設置、初期消火を促進するための家庭
用消火器等の設置、住宅用火災警報器設置率の向
上、自主防災組織や自治会等での消火・避難等訓練
経験率の向上などを掲げています。こうした対策が
100％進めば、ケースによっては被害を 1/10 程度まで
減らすことができるとしています。　南海トラフ地震による津波も含め、被害想定とその

対策の方向性を踏まえながら、事業所等では消防計
画に定める地震に関する計画をより実態に合ったものに
していく必要があります。　なお、感震ブレーカーですが、平成 28 年 3月に電気

関係法規に準ずる民間規格である内線規程が改正さ
れ、「地震時等に著しく危険な密集市街地」の住宅等
には、感震遮断機能付住宅用分電盤を施設することが
勧告事項として盛り込まれ、更に平成 31 年4 月には、都市計画法に基づく「防火地域」・「準防火地域」の住宅等に施設することが勧告事項として規定されました。これら以外のすべての地域の住宅等にも推奨事項とされています。

元 中消防署長　小野 和夫

地震への対策

被害想定

死者の想定（割合）
図１

横浜市の被害想定 （神奈川県被害想定(H27,3)による）

表２
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わたしの

ベストショ
ット!!

撮影：近藤 美樹さん

九都県市合同防災訓練から

Y O K O H A M A   R O Z I U R A   N I K K I

文と写真 ● ジャム

　花のない時季もある。石川町駅南口中村川方面に出て、中村川

に沿って少し歩き、亀の橋を渡らずに諏訪神社前をすぎ地蔵坂を

上る。少し行くと左手のコンクリートの階段をずんずん上る。途中に

見事な紅梅。この坂は、いつ上っても息が切れてしまう。息を整え

つつ上り終えるとそこは山手イタリア山庭園。外交官の家、ブラフ18

番館を見ながら道なりに行くと、山手本通りに出る。カトリック山

手教会、横浜司教館別館を右手に見

て、フェリス女学院を過ぎ、代官坂上

をわたるとべーリックホールに出る。

山手80番館遺跡、横浜山手西洋館、

えの木てい、山手234番館、横浜山

手聖公会を通り過ぎて、ちょっと山手

資料館に入り、1階2階をさっと見学。

貝殻坂のとば口に日本の道100選山

下公園通り・山手本通りのモニュメン

トがある。外人墓地、横浜地方気象

台を左に岩崎博物館を右にして、信

号を渡るとそこはイングリッシュローズ

の庭、沈床花壇がある。横浜市イギリス館、山手111番館を過ぎる

と神奈川県立神奈川近代文学館の入り口になる。そのすぐそばに

大佛次郎記念館。「文士は必ずカメラを持て」という展示にひか

れてしまった。やっぱりというべきか、ライカが展示してあった。ど

うするんだ、オレ。

　大佛次郎は愛猫家で知られる。どうも15匹以上もいたらしい。

　港の見える丘公園展望台でまさに港を見て、フランス山で愛の

母子像の前を通り、フランス領事館公邸遺構を過ぎ、フランス橋

を渡ると再び中村川に出る。これがエトランゼの横浜散歩。

のぼのぼ

のぼのぼ

　編集長を
5年間演じ

させていただいた。
　演技は日頃の自分ではないもう一つの
生き方を表現させてもらえる貴重な時間
だった。ずっとやりたかった冊子の編集
の仕事、それを仲間が、先輩が、たくさん
の出会いが救ってくれた。それまで褒めら
れては木にのぼり、落ちては嘲笑され、臆
病になっていた。編集をさせていただい
たこの間、のびのびと人のつながりの役を
担えたことに感謝している。
　最高の褒め言葉は「あなたは触媒、みん

なの良さを引き出してくれる」と言われたこ
と。本当の自分に「これがしたかったのだろ
う」と気付かされ、木の頂点まで登るような
最高の言葉だった。その気付きを小誌の
「潤滑油と触媒」というコーナーのタイトルに
託した。今後は別の自分を演じる機会を探
しながら、自然体で気負わずにいきたい。
　もちろんキーワードは防災、鏡を見て
は姿勢を糺しながら。
※今後は渕上事務局長が編集長となり、
私はお手伝いをさせていただきますので
引き続きどうぞよろしくお願いいたします。

（アルガ）

編集後記

　本年度から当機関誌の編集長になりまし
た横浜市防火防災協会事務局長の渕上
正基と申します。
　「よこはま都市消防」をご愛読いただき誠にありがとうございます。
　当機関誌は、執筆者や投稿者の皆様並びに横浜市消防局の皆
様、そして読者の皆様など多くの方 の々ご協力により、防火防災関
係を中心に、エッセイや趣味など二刀流、三刀流の幅広い情報を
盛り込んでおります。今後とも充実した誌面となるよう務めていきま
すので、変わらぬご支援の程よろしくお願いいたします。

当協会事務局等の新年度の人事について

編集長着任のご挨拶

▼  事務局次長　防災支援課長
　（前　次長講習課長兼防災コンサルティング課長）

滝沢　宏

▼  事務局長　総務課長事務取扱
　（前　事務局次長）

渕上　正基
▼  専務理事

坂野　満

▼  事務局次長　講習課長
　（前　磯子消防署副署長）

韮山 広志

継 続 ※一部役員・課長以上新 任

※4月1日から、「防災コンサルティング課」が「防災支援課」に名称が変わりました。

新体制一同、
今後ともよろしく
お願いいたします。

渕上 正基

新 約 消 防 白 書

　座敷から縁側に庭を臨み、向こうに稜線を望む。縁
側から踏石の下駄を履き、草花を愛でる。一輪を摘
み、床の間に活け、暫し、座敷に佇み、微風をうける。
「山も庭も動き入るるや夏座敷」芭蕉。私の理想だ。
　しかし、このような開放的な木造建築は、火の手に
は弱い。江戸時代では、家屋が容易に炎上し、延焼し
大火となった。やむを得ず、家屋を破壊し延焼防止を
行った。現代も消防における戦術上の優先順位は、人
命救助、そして延焼防止である。
　一方、明治以降日本は、近代化（西欧化）を推進して
きたが、西欧の建築は様式が違うため火災の様相も
日本と異なる。中世西欧社会では、※1「万人の万人によ
る闘争」という思想が生まれるほど野蛮で混乱した状

況であった。略奪から町を守るため周囲を壁で囲い、
石で家を造り、閉鎖的な壁文化が形成された。その壁
文化が継承された19世紀後半の※2「主要な都市にお
ける建物火災のほとんどは、出火階でとどまっていた」
と言う。石造りの家では壁に火が阻止され延焼するこ
とが稀であり、壁による延焼防止は驚異的である。
　近代建築の父ル・コルビュジェは、建物を支える
※3「構造壁からの解放」を行ったが、それでも近代建
築は、防火区画という閉鎖性を受け継いでいる。日本
はその西欧化された建築を受け入れ、明治以降150
年経っているが、区画による延焼防止策は身につい
ただろうか。多くの日本人は、今も※4「家の作りやう
は、夏をむねとすべし」とする開放的な家を志向して
いる。ついつい、防火区画への認識が薄らいではいな
いか。（K）

開放性と閉鎖性、そして延焼防止

回20第謝多言
しゃたげん

妄
もう

　友人のコンサートへ行った。息子より年下の彼女

はサキソフォン吹きである。コロナ禍でいくつもの

発表の場を失った後の3月半ば、ピアノとのデュオが

あると本人から聞いたので、丹沢山塊の麓の小さな

美術館の一室へ行く。30人限定、私たちの席は最

前列で奏者とソーシャルディスタンスの近さである。

開演前のざわめ

きがおさまり、二

人が登場した。ピ

アニストも女性、

硬すぎない緊張

感のあと音楽が

立ち上がる。ピアノは力強くリズムを刻み、上原ひろ

み風、サキソフォンは悠揚と叫び、囁き、泣く。音色

は柔らかい。ボザ、ミヨー、ブルッフ、ドビュッシーな

どのクラシックは知性と情感が精緻に隅 ま々でいき

わたり気品が漂い、ポピュラーやジャズは成熟した

軽さや渇いた哀愁、揺蕩う心のありように聴く者は

息を止める。曲によりテナーとアルトを吹き分ける。

ピアソラの「鮫」はピアソラ自身のバンドやギドン・ク

レーメル率いるグループとは異なる、人による歌のよ

うだ、しかも手練れの演歌か。ここではクラシックと

ジャズ、演歌との垣根は取り払われた。終演後「カウ

ンターでスコッチを呑みながらこんな演奏を聴かさ

れたら俺は泣くぞ」というと、彼女は「あたしのため

に泣いてくれるの？」隣でピアニストは黙って微笑ん

でいた。（し）

※1 ホッブズ「リヴァイアサン」、bellum omnium contra omnes
※2 神戸大学 北後明彦「火災調査の歴史」、主要都市：ウィーン、ロンドン、ハンブ

ルク、ローマ、フィレンツェ、コペンハーゲン、ブリュッセル、アントワープ、など
※3 「近代建築の5原則」の一つ
※4 吉田兼好「徒然草」第55段

たゆた
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文と写真 ● ジャム

　花のない時季もあ
る。石川町駅南口中

村川方面に出て、中村
川

に沿って少し歩き、亀
の橋を渡らずに諏訪

神社前をすぎ地蔵坂
を

上る。少し行くと左手
のコンクリートの階段

をずんずん上る。途中
に

見事な紅梅。この坂
は、いつ上っても息が

切れてしまう。息を整
え

つつ上り終えるとそこ
は山手イタリア山庭園

。外交官の家、ブラフ
18

番館を見ながら道な
りに行くと、山手本通

りに出る。カトリック
山

手教会、横浜司教館
別館を右手に見

て、フェリス女学院を
過ぎ、代官坂上

をわたるとべーリック
ホールに出る。

山手80番館遺跡、横
浜山手西洋館、

えの木てい、山手2
34番館、横浜山

手聖公会を通り過ぎ
て、ちょっと山手

資料館に入り、1階2
階をさっと見学。

貝殻坂のとば口に日
本の道100選山

下公園通り・山手本
通りのモニュメン

トがある。外人墓地
、横浜地方気象

台を左に岩崎博物
館を右にして、信

号を渡るとそこはイン
グリッシュローズ

の庭、沈床花壇があ
る。横浜市イギリス館

、山手111番館を過ぎ
る

と神奈川県立神奈川
近代文学館の入り口

になる。そのすぐそば
に

大佛次郎記念館。「
文士は必ずカメラを

持て」という展示にひ
か

れてしまった。やっぱ
りというべきか、ライ

カが展示してあった
。ど

うするんだ、オレ。

　大佛次郎は愛猫家
で知られる。どうも15

匹以上もいたらしい。

　港の見える丘公園
展望台でまさに港を

見て、フランス山で愛
の

母子像の前を通り、
フランス領事館公邸

遺構を過ぎ、フランス
橋

を渡ると再び中村川
に出る。これがエトラ

ンゼの横浜散歩。

のぼのぼ
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　編集長を

5年間演じ

させていただいた。

　演技は日頃の自分で
はないもう一つの

生き方を表現させても
らえる貴重な時間

だった。ずっとやりたか
った冊子の編集

の仕事、それを仲間が
、先輩が、たくさん

の出会いが救ってくれ
た。それまで褒めら

れては木にのぼり、落
ちては嘲笑され、臆

病になっていた。編集
をさせていただい

たこの間、のびのびと人
のつながりの役を

担えたことに感謝してい
る。

　最高の褒め言葉は「
あなたは触媒、みん

なの良さを引き出してく
れる」と言われたこ

と。本当の自分に「これ
がしたかったのだろ

う」と気付かされ、木の
頂点まで登るような

最高の言葉だった。そ
の気付きを小誌の

「潤滑油と触媒」という
コーナーのタイトルに

託した。今後は別の自分
を演じる機会を探

しながら、自然体で気負
わずにいきたい。

　もちろんキーワード
は防災、鏡を見て

は姿勢を糺しながら。

※今後は渕上事務局
長が編集長となり、

私はお手伝いをさせて
いただきますので

引き続きどうぞよろしくお
願いいたします。

（アルガ）

編集後記

　本年度から当機関誌
の編集長になりまし

た横浜市防火防災協
会事務局長の渕上

正基と申します。

　「よこはま都市消防」
をご愛読いただき誠に

ありがとうございます。

　当機関誌は、執筆者
や投稿者の皆様並び

に横浜市消防局の皆

様、そして読者の皆様
など多くの方 の々ご協力により、防火防

災関

係を中心に、エッセイや
趣味など二刀流、三刀

流の幅広い情報を

盛り込んでおります。今
後とも充実した誌面と

なるよう務めていきま

すので、変わらぬご支援
の程よろしくお願いいた

します。

当協会事務局等の新年度の人事について

編集長着任のご挨拶

▼ 事務局次長　防災支援課長

　（前　次長講習課長兼防災コンサルティング課長）

滝沢　宏

▼ 事務局長　総務課長事務取扱

　（前　事務局次長）

渕上　正基

▼ 専務理事

坂野　満▼ 事務局次長　講習課長

　（前　磯子消防署副署長）

韮山 広志

継 続 ※一部役員・課長以上

新 任

※4月1日から、「防災コンサルティング課」が「防災支援課」に名称が変わりました。

新体制一同、

今後ともよろしく

お願いいたします。

渕上 正基

新 約 消 防 白 書

　座敷から縁側に庭を
臨み、向こうに稜線を望

む。縁

側から踏石の下駄を履
き、草花を愛でる。一輪

を摘

み、床の間に活け、暫し
、座敷に佇み、微風をう

ける。

「山も庭も動き入るるや
夏座敷」芭蕉。私の理想

だ。

　しかし、このような開
放的な木造建築は、火の

手に

は弱い。江戸時代では、
家屋が容易に炎上し、延

焼し

大火となった。やむを得
ず、家屋を破壊し延焼防

止を

行った。現代も消防にお
ける戦術上の優先順位

は、人

命救助、そして延焼防止
である。

　一方、明治以降日本は
、近代化（西欧化）を推進

して

きたが、西欧の建築は様
式が違うため火災の様

相も

日本と異なる。中世西欧
社会では、※1「万人の万人

によ

る闘争」という思想が生
まれるほど野蛮で混乱し

た状

況であった。略奪から町
を守るため周囲を壁で

囲い、

石で家を造り、閉鎖的な
壁文化が形成された。そ

の壁

文化が継承された19世
紀後半の※2「主要な都市にお

ける建物火災のほとんど
は、出火階でとどまってい

た」

と言う。石造りの家では
壁に火が阻止され延焼

するこ

とが稀であり、壁による
延焼防止は驚異的であ

る。

　近代建築の父ル・コ
ルビュジェは、建物を支

える

※3「構造壁からの解放」を
行ったが、それでも近代

建

築は、防火区画という閉
鎖性を受け継いでいる

。日本

はその西欧化された建
築を受け入れ、明治以降

150

年経っているが、区画に
よる延焼防止策は身に

つい

ただろうか。多くの日本
人は、今も※4「家の作りやう

は、夏をむねとすべし」
とする開放的な家を志

向して

いる。ついつい、防火区
画への認識が薄らいで

はいな

いか。（K）

開放性と閉鎖性、そして延焼防止

回20第謝多言
しゃたげん

妄
もう

　友人のコンサートへ
行った。息子より年下の

彼女

はサキソフォン吹きで
ある。コロナ禍でいく

つもの

発表の場を失った後の
3月半ば、ピアノとのデ

ュオが

あると本人から聞いた
ので、丹沢山塊の麓の

小さな

美術館の一室へ行く
。30人限定、私たちの

席は最

前列で奏者とソーシャ
ルディスタンスの近さで

ある。

開演前のざわめ

きがおさまり、二

人が登場した。ピ

アニストも女性、

硬すぎない緊張

感のあと音楽が

立ち上がる。ピアノは力
強くリズムを刻み、上原

ひろ

み風、サキソフォンは
悠揚と叫び、囁き、泣く

。音色

は柔らかい。ボザ、ミヨ
ー、ブルッフ、ドビュッ

シーな

どのクラシックは知性
と情感が精緻に隅 ま々でいき

わたり気品が漂い、ポ
ピュラーやジャズは成

熟した

軽さや渇いた哀愁、揺
蕩う心のありように聴

く者は

息を止める。曲によりテ
ナーとアルトを吹き分

ける。

ピアソラの「鮫」はピア
ソラ自身のバンドやギド

ン・ク

レーメル率いるグルー
プとは異なる、人による

歌のよ

うだ、しかも手練れの
演歌か。ここではクラシ

ックと

ジャズ、演歌との垣根は
取り払われた。終演後「

カウ

ンターでスコッチを呑
みながらこんな演奏を

聴かさ

れたら俺は泣くぞ」と
いうと、彼女は「あたし

のため

に泣いてくれるの？」隣
でピアニストは黙って

微笑ん

でいた。（し）

※1 ホッブズ「リヴァイアサン」、bellum omnium contra omnes

※2 神戸大学 北後明彦「火災調査の歴史」、主要都市：ウィーン、ロンドン、ハンブ

ルク、ローマ、フィレンツェ、コペンハーゲン、ブリュッセル、アントワープ、など

※3 「近代建築の5原則」の一つ

※4 吉田兼好「徒然草」第55段

たゆた

16

まいな注意喚起の情報が出されることになった。
　これらの見直しは、「等身大の地震学」に沿ったも
のだ。逆に言えば、予知を前提に社会や経済の動きを
止めて被害を減らそうとした東海地震の対策は、無理
をして背伸びしていたものだったということになる。震災
の苦い経験を経て、「究極の防災」として期待された
予知を不可能と認め、地震は突発的に起きるものと受
け止めて備えるしかないという原点に立ち返った形だ。
　近年、地震研究や対策のありようが問われたのは、

東日本大震災だけではない。　今年 4 月で 5 年となった熊本地震では震度 7を 2

度観測し、後になって最初の震度 7を前震、2度目が
本震だったと判断。誤解を招きかねないとして、大規
模地震が起きた後に「余震」という言葉を使わず、「地
震」と表現するという見直しが図られた。
　また、本震を起こした「布田川断層帯」の 30 年以
内の地震発生確率が「ほぼ 0～ 0.9％」とされていた
ことから、国による活断層評価の分かりにくさも浮上し
た。地震を起こす間隔が数千年程度というケースが多
い内陸の活断層について、30 年という短い尺度で将
来のリスクを示すことの難しさを突き付けられた格好と

なり、地震調査委は対策として危険度に応じたランク
分けを導入。30 年以内の地震発生確率が 3％以上の
活断層は「S」、0.1～ 3％未満は「A」といった形で区
分し、数値の高低ばかりに注目が集まらないような

改善を施したが、依然として活用の難しい情報である
ことに変わりない。　こうして 10 年間に積み重ねられてきた見直しを概観
すると、地震という自然現象は、その発生直前も直後
も、そして長期的な見通しに関しても、明確には分か
らないことが多いという現実が浮き彫りになる。
　翻ってメディアは、こうした地震の分かりにくさや調
査研究の等身大の姿をきちんと伝えられているだろう
か。過度にリスクや研究成果を強調していたり、ある
いは日時を限定して地震の発生を予測できるかのよう
な誤解を生じさせていたりはしないか。わが身、わが
まちのリスクに一人一人が向き合うことなしに、命をつな
ぐことは難しい。そう重ねて呼び掛けるような「等身大
の報道」もまた、問われている。

東日本大地震は津波対策が進むきっかけになり、横浜市も金沢区の

臨海部に避難施設を整備した。奥はシーサイドライン＝2020年 4月
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測
史
上
初
の
噴
火

が
あ
っ
た
箱
根
山
で
は
火
山
活
動
が
そ
の
後
も
活
発
化
し
、
19

年
に
も
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
地

域
の
災
害
事
例
や
得
ら
れ
た
教
訓
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
継
承
、

対
策
、
現
状
、
検
証
、
予
測
の
視
点
か
ら
今
後
の
リ
ス
ク
と
備

え
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
多
角
的
に
報
じ
、
命
と
暮
ら
し
を
守

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

命
と
暮
ら
し
守
る
た
め

　地震は予知できない。この10年間で、そのことがはっ
きりした。いや、あえて言えば、国や専門家が以前か
ら気づいていた「不都合な真実」を公にできるように
なっただけかもしれない。　2011年 3月11日午後2時 46分。国内観測史上最
大となるマグニチュード（M）9.0 の東北地方太平洋沖
地震（東日本大震災）の発生に日本の地震研究者は
驚き、「想定外」と認めざるを得なかった。大きな地震
が繰り返されてきた宮城県沖では M7.5 程度の地震が
切迫していると判断され、政府・地震調査委員会は
30 年以内の発生確率を 99％と評価していた。しかし、

予想を大きく超える巨大地震を受けて急きょ招集され
た地震調査委は「宮城県沖・その東の三陸沖南部海
溝寄りから南の茨城県沖まで個別の領域については地
震動や津波について評価していたが、これらすべての
領域が連動して発生する地震については想定外

であった」との見解を公表した。　「当時は固定観念にとらわれていた。批判も受け止
め、研究を重ねていくしかない」。震災当時、東大地
震研究所の教授だった加藤照之・神奈川県温泉地
学研究所長は 10 年前に抱いた感慨をこう振り返る

（https://www.kanaloco.jp/news/social/article

-369190.html）。震災翌年の 2012 年に日本地震学会
の会長に就いた加藤氏は、東海地震の予知を担う国
の地震防災対策強化地域判定会の委員でもあった
が、震災の衝撃はここにも及んだ。　「想定外」をなくすため、「連動」による「最大級」

を前提にした対策へと舵が切られる中、警戒対象の
エリアが静岡と周辺に限定されていた東海地震の名称
はほぼ消え、より西方の海域も含めた南海トラフ地震
への備えが急がれることになった。地震予知もその看
板を下ろし、南海トラフ地震の臨時情報という、あい

神奈川新聞記者　渡辺　渉

「減災新聞」の視点

「震災 10 年」を越えて

東日本大震災で最大震度5強を観測した神奈川県内では、翌日も鉄道のダイヤが乱れ、横浜駅には大勢の人があふれた＝2011年 3月12日
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公益社団法人設立10周年 よこはま都市消防・執筆者座談会

（し） 岡田さんの文は読んでいてたるみがない。し
なやか。非常にまじめな人が書いているように
読める。これは読み物としてこれまで出来てき
た機械と、今の人間との接点を、そう失敗する
人間に温かいが、機械は放っておけば技術が進
歩するわけで、そこに失敗する人間がいて、そ
の折合いをどうしたらはっきりわかるんだろう
と真正面から突っ込んでいる。

岡田 自分の中では手に余っているところかもしれ
ない。30 回くらい推敲している。読み方として
はさらっと読んでほしい。

（し） ほころびがないのは推敲のおかげですね。読
んでいてなめらかでしょ。

渕上編集長 ジャムさんの路地裏日記はざっくばらんな情
景が浮かぶのですが、意識されていますか。

ジャム そうですね、読者の側に立って読んだらどう
か、そういう視点は大切。

渕上編集長 そこが謙虚でとげとげしさのない読みやすい
文になっていることなのでしょうね。

（し） さっき言った、自分が不完全な側にいると、
どうみられるかを意識する。路地裏日記の場合、
写真と土地の名前など「こうすれば見えてくるん
でしょうか」というように解釈したい。それは
ジャムさんにしか書けない。横浜の人が読む意
味がすごくある。

（K） 路地裏日記は読むと一緒に歩いている感じが
する。「どうするんだオレ」の立場、それはすごい
と思う。To be or not to be なんです。通常は「ど
うしよう」であり主語はない。その場合は迷って
いるだけ、しかしこの文にはオレが出てくる。

「どうするんだオレ」はすることしか考えていな
い。これはぎりぎりで自分に対峙していること
ですごいと思う。読み手にも突きつけられてい
る。自分にも「どうしよう」ではなく「どうするん
だオレ」が出てくる。

（し） それで私の場合、何回も推敲してできていく
過程、この助詞はこれでいいか ? たどり着くま
では大変なのですが、楽しい作業なんです。秘
密ですけど。（笑）

（K） 快感がないと続かない。

【過去に発行されていた横浜市消防局の機関誌
「横浜消防」について】

渕上編集長 （し）さんは、かつて消防局の「横浜消防」の編
集をされていましたがその時の話を教えてくだ
さい。

（し） 守秘義務があるので話せる範囲でとなります
が、相方とこの本をどうやって作るか、職員の
中にはほとんど読まない人もいる。3500 人の
職員が読む、誰かが読む、誰かが繋がってすべ
てのページを読む。読まなそうなところの手を
抜くなどということはあってはならない暴挙で
す。相方は写真と編集が得意だったので私は文
章を担当しました。冊子の編成に必要な記事を
集める場合だが、「原稿ないですか ?」では集まら
ない。「あなたの文章が欲しい」と言わないとい
けない。その結果として時間はかかりましたが
文章が届くようになりました。それで相当数の
原稿を読むことになったが、原稿を読むと 98%
その人がどんな人かわかるようになってきたの
です。いざとなったら自分たちで書けばいいと
いう覚悟もできていた。当時、編集長は予防課
長だったので、「ここを変えてくれ」と言われた
ら「私たちを変えてくれ」というつもりで打ち込
みました。それだけの自負はあった。消防局長
にも呼ばれてどういうつもりで作っているのか
問われた時は「組織と局の本なので品格を落と
してはいけない」という思いを伝えました。
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雪谷ギターア
ンサンブル

シニアギター
コンクール

日、登頂を果す
ことができた。

　登頂の日、
S氏を迎えるた

めヘルンリ小
屋（3,260m

）

まで登って行
った。降りてき

たS氏と祝杯
を挙げた。自

分

では登ること
が出来なかっ

たが、仲間が
登頂できたこ

と

で目的を達成
した。

　このマッター
ホルン登山以

降は心を改め
て、夫婦での

山歩きや国内
外の旅行が主

となっている。
登山で多くの

こ

とを学んだ。そ
の中でも一番

は体力、気力
での「自分の

限

界」を知ること
ができたことで

ある。生きてい
く上で原動力

となっていたこ
とは確かであ

る。

2　ギター

　自分にとっ
てギターも長

い歴史がある
。団塊の世代

の

方は覚えてい
る方もいらっ

しゃるかと思
うがNHKが「

ギ

ター教室」を始
めた。

　私もこのころ
からギターを

始めた。NHK
講師の京本輔

矩氏に学生時
代の約3年師

事した。その頃
はそれなりに

弾けるようにな
ったと誤解して

いた。

　ところで、皆
さ

んは「現代
ギ

ター」という雑
誌

をご存じだろ
う

か？この雑誌
の

創刊は1967
年4

月の月刊誌で
あ

る。ちょうど、日
本

中がギターブ
ーム

でNHKで「
ギ

ター教室」が
始

まったころであ
る。この雑誌

は現在も刊行
されており通

巻

700号を数え
ている。世界的

に見てもギター
専門誌で50

年以上続いて
いるものはない

。

　その「現代
ギター」誌を私

は創刊5号か
ら持っている

。

途中抜けてい
る部分はある

が約600冊近
く持っている。

　また、偶然
買ったタンゴ

曲集が心に響
いた。その曲

集

の編曲者・ギ
タリスト飯泉昌

宏氏に師事し
た。現代タンゴ

の代表のピア
ソラをはじめ

、古典タンゴの
数 を々知ること

ができた。

　自分の実力
を知りたくて「

シニアギターコ
ンクール」（ギ

ター文化館主
催）に出場した

ことがある。

　3回参加し
たが、幸運に

も3回とも本選
に出場できた

。

最高は第三位
であった。コン

クールは初め
ての挑戦で

あったが、こん
なに緊張する

ものか。普段
家で弾くギタ

ー

とは全く違っ
た体験をした

。しかし、音響
の良いホール

で

演奏を楽しむ
ことができた。

　現在はギタ
ー合奏をやっ

ている。ギタリ
ストで作曲家

の

永島志基さん
が指導する現

代ギター社主
催、「GGギ

ターアンサン
ブル」地元大

田区の「雪谷
ギターアンサ

ンブ

ル」に参加して
いる。それぞれ

演奏会もあり
刺激をもらって

いる。興味の
ある方は、Yo

uTubeにアッ
プされているも

の

がありますので
ご覧になってく

ださい。

　更に、音楽
ボランティアと

してデイサービ
スや老人福祉

施設などでプ
ロのバイオリニ

ストの方と合
奏させてもら

っ

ている。コロナ
前は月に4、5

回行かせても
らっていたが

、

現在は全くなし
になった。

　最後に、コ
ロナ禍が早く

収束して、自由
に旅行や演奏

が出来るように
なることを祈る

ばかりです。

現代ギタ創刊
ー第5号

マッターホル
ンに乾杯（リ

ッフェルベル
グにて）　古都

　趣味は何か
と聞かれたら

、登山とギター
と答える。

１　登山

　山登りは若
いころから始

め、丹沢から
八ヶ岳、北アル

プ

スへ。登り方も
尾根歩きから

沢登り、岩登
りへ。無雪期

か

ら冬山へ変化
していった。

　その後はず
ーっとヨーロッ

パアルプスに
憧れていた。

2002年に山の
仲間とモンブラ

ン登山を計画
した。

　高度順応
のため、シャモ

ニーモンブラ
ンからエギー

ユ

ドゥミディから
コスミック稜と

いう岩稜を登
った。日本の感

覚でガイドもつ
けず。ルートを

間違い時間が
かかり、最終

ロープウェイの
時間に合わな

かった。稜線
上のコスミック

小屋（3,613m
）に泊まること

になってしまっ
た。翌朝、美し

い

アルプスの夜
明けを見ること

ができた。

　モンブラン（
4,810m）登山

は吹雪のため
グーテ小屋

（3,835m）で
引き返した。

　ツェルマット
に移動し、4,0

00m峰で簡単
に登れるブラ

イトホルン（4
,164m）に登っ

た。

　2007年には
マッターホルン

（4,478m）を
目指すが悪天

候で登頂でき
ず、代わりにポ

ルックス（4,0
91m）をガイド

付

きで登った。今
回は高度障害

で自分は山頂
手前で待機

することになっ
てしまった。し

かし、美しいヨ
ーロッパアルプ

スの景色を堪
能した。

　グリンデル
ワルドに移動

し、アイガーの
隣に立つメン

ヒ

（4,107m）に
は登頂できた

。

　2012年に再
度マッターホル

ンを目指した
。マッターホル

ンを登るため
には試験山行

に合格しない
といけないが

、

その山行のブ
ライトホルンハ

ーフトラバース
は楽 と々クリ

アーしたが、や
はり天候が悪

くなってくる！残
念！

　しかし、体力
のあるS氏だけ

が一日日程を
短縮し、次の

事務局職員
の趣味の紹

介

私の趣味
No.3 登山とギター

講習課　古都
　隆

モンブラン (
4,810m)

エギーユドゥ
ミディ

夜明けのヨー
ロッパアルプ

ス
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が もん防災・生活安全　我聞塾 桐蔭横浜大学　客員教授

佐藤 榮一

消防車は 語る
第10回

消防車の解説

　昭和16年、日米戦争が開戦し、国内は意気軒昂であった。軍港の街、横須賀は開戦当初から防空体制強化を唱え米国の来襲に備えていた。基地内消防組織も強化され消防装備も戦時体制（防空消防）に改められた。　イラストの消防車は、米国ダッジ製の普通型消防車である。日本がアメリカを襲ったように東京・神奈川に反撃されることを想定したのであるが大きく改装されてはいない。主な変更は空襲や艦砲射撃による爆風対策としてフロントガラスを撤去して手すりにした点である。塗色は海軍省所属でありながら軍艦色（灰色）ではなく朱色（赤色）であった。
　公設の消防車と異なる大きな特徴があった。それはヘッドマークが警察章ではなく『桜に錨』のマークが取り付けられていたことである。

　戦後は国から神奈川県に、県から鎌倉市に払い下げられ、鎌倉市消防団が使用していた。私は、神奈川県消防学校派遣勤務の際に廃車状態の実車を撮影した。桜に錨のマークは桜だけになり、フロントガラスも取り付けられて普通の消防車になっていた。横須賀市から派遣されていた教官や訓練のため消防学校に来校されていた消防団の長老から貴重なお話を伺った。　

少年達の憧れ『 桜に錨 』のヘッドマーク

　当時の制度として軍人になる道は、陸軍幼年学校（13～15歳）と海軍予科練習生（14歳くらい）であり、特に予科練は、その歌で国民に浸透していた。「七つボタンは桜に錨」と、小学生からも憧れの的だったのでこの消防車の人気も並のものではなかった。基地に入ることができなかった小学児童達は、横須賀市内の各埠頭間を移動するために市内を走行するこの消防車に敬礼することが楽しみだったとのことであった。マークは真鍮製ではあったが光沢は鏡面仕上げのように光っていたそうである。
　実際に見た人の一人は、マークに感電していた。触ると電撃を受けたと話してくれた。　私も戦後のアメリカの高級乗用車のモール部分に触れて感電したことがある。

エピソード

画：佐藤 榮一10

わたし
の

ベスト
ショッ

ト!!

撮影：近藤 美樹さん

九都県市
合同防災

訓練から

Y O K O H A M A   R O Z I U R A   N I K K I

文と写真 ● ジャム

　花のな
い時季も

ある。石川
町駅南口

中村川方
面に出て

、中村川

に沿って少
し歩き、亀

の橋を渡
らずに諏

訪神社前
をすぎ地

蔵坂を

上る。少し
行くと左手

のコンクリ
ートの階段

をずんずん
上る。途中

に

見事な紅
梅。この坂

は、いつ上
っても息が

切れてしま
う。息を整

え

つつ上り終
えるとそこ

は山手イタ
リア山庭園

。外交官の
家、ブラフ

18

番館を見
ながら道

なりに行く
と、山手本

通りに出る
。カトリック

山

手教会、横
浜司教館

別館を右
手に見

て、フェリ
ス女学院

を過ぎ、代
官坂上

をわたると
べーリック

ホールに
出る。

山手80番
館遺跡、横

浜山手西
洋館、

えの木て
い、山手2

34番館、
横浜山

手聖公会
を通り過ぎ

て、ちょっ
と山手

資料館に
入り、1階

2階をさっ
と見学。

貝殻坂の
とば口に

日本の道
100選山

下公園通
り・山手本

通りのモニ
ュメン

トがある
。外人墓

地、横浜
地方気象

台を左に
岩崎博物

館を右に
して、信

号を渡ると
そこはイン

グリッシュ
ローズ

の庭、沈床
花壇があ

る。横浜市
イギリス館

、山手111
番館を過

ぎる

と神奈川
県立神奈

川近代文
学館の入

り口になる
。そのすぐ

そばに

大佛次郎
記念館。「

文士は必
ずカメラを

持て」とい
う展示に

ひか

れてしまっ
た。やっぱ

りというべ
きか、ライ

カが展示
してあった

。ど

うするんだ
、オレ。

　大佛次
郎は愛猫

家で知られ
る。どうも

15匹以上
もいたらし

い。

　港の見
える丘公

園展望台
でまさに港

を見て、フ
ランス山で

愛の

母子像の
前を通り

、フランス
領事館公

邸遺構を
過ぎ、フラ

ンス橋

を渡ると再
び中村川

に出る。こ
れがエトラ

ンゼの横
浜散歩。

のぼのぼ

のぼのぼ

　編集長を

5年間演じ

させていた
だいた。

　演技は日
頃の自分で

はないもう
一つの

生き方を表
現させても

らえる貴重
な時間

だった。ず
っとやりた

かった冊
子の編集

の仕事、そ
れを仲間

が、先輩が
、たくさん

の出会いが
救ってくれ

た。それま
で褒めら

れては木に
のぼり、落

ちては嘲笑
され、臆

病になって
いた。編集

をさせてい
ただい

たこの間、
のびのびと

人のつなが
りの役を

担えたこと
に感謝して

いる。

　最高の褒
め言葉は「

あなたは触
媒、みん

なの良さを
引き出して

くれる」と言
われたこ

と。本当の
自分に「こ

れがしたか
ったのだろ

う」と気付
かされ、木

の頂点まで
登るような

最高の言
葉だった。

その気付き
を小誌の

「潤滑油と
触媒」という

コーナーの
タイトルに

託した。今
後は別の自

分を演じる
機会を探

しながら、自
然体で気負

わずにいき
たい。

　もちろん
キーワード

は防災、鏡
を見て

は姿勢を糺
しながら。

※今後は渕
上事務局

長が編集
長となり、

私はお手伝
いをさせて

いただきま
すので

引き続きど
うぞよろしく

お願いいた
します。

（アルガ）

編集後
記

　本年度か
ら当機関誌

の編集長に
なりまし

た横浜市
防火防災

協会事務
局長の渕

上

正基と申し
ます。

　「よこはま
都市消防」

をご愛読い
ただき誠に

ありがとうご
ざいます。

　当機関誌
は、執筆者

や投稿者の
皆様並びに

横浜市消
防局の皆

様、そして読
者の皆様

など多くの
方 の々ご協力に

より、防火
防災関

係を中心に
、エッセイや

趣味など二
刀流、三刀

流の幅広
い情報を

盛り込んで
おります。今

後とも充実
した誌面と

なるよう務
めていきま

すので、変
わらぬご支

援の程よろ
しくお願い

いたします
。

当協会事務局等の新年度の人事について

編集長着任のご挨拶

▼ 事務局次長　防災支援課長

　（前　次長講習課長兼防災コンサルティング課長）

滝沢　宏

▼ 事務局長　総務課長事務取扱

　（前　事務局次長）

渕上　正基

▼ 専務理事

坂野　満

▼ 事務局次長　講習課長

　（前　磯子消防署副署長）

韮山 広志

継 続 ※一部役員・課長以上

新 任

※4月1日から、「防災コンサルティング課」が「防災支援課」に名称が変わりました。
新体制一同、

今後ともよろしく

お願いいたします。

渕上 正基

新 約 消 防 白 書

　座敷から
縁側に庭を

臨み、向こう
に稜線を望

む。縁

側から踏石
の下駄を履

き、草花を
愛でる。一

輪を摘

み、床の間
に活け、暫

し、座敷に
佇み、微風

をうける。

「山も庭も
動き入るる

や夏座敷」
芭蕉。私の理

想だ。

　しかし、こ
のような開

放的な木造
建築は、火

の手に

は弱い。江
戸時代では

、家屋が容
易に炎上し

、延焼し

大火となっ
た。やむを

得ず、家屋
を破壊し延

焼防止を

行った。現代
も消防にお

ける戦術上
の優先順位

は、人

命救助、そし
て延焼防止

である。

　一方、明
治以降日本

は、近代化（
西欧化）を

推進して

きたが、西
欧の建築は

様式が違う
ため火災の

様相も

日本と異な
る。中世西

欧社会では
、※1「万人の

万人によ

る闘争」とい
う思想が生

まれるほど
野蛮で混乱

した状

況であった
。略奪から

町を守るた
め周囲を壁

で囲い、

石で家を造
り、閉鎖的

な壁文化が
形成された

。その壁

文化が継承
された19世

紀後半の
※2「主要な都

市にお

ける建物火
災のほとん

どは、出火階
でとどまって

いた」

と言う。石造
りの家では

壁に火が阻
止され延焼

するこ

とが稀であ
り、壁による

延焼防止は
驚異的であ

る。

　近代建築
の父ル・コ

ルビュジェ
は、建物を

支える

※3「構造壁か
らの解放」

を行ったが
、それでも

近代建

築は、防火
区画という

閉鎖性を受
け継いでい

る。日本

はその西欧
化された建

築を受け入
れ、明治以

降150

年経ってい
るが、区画

による延焼
防止策は身

につい

ただろうか
。多くの日本

人は、今も
※4「家の作り

やう

は、夏をむ
ねとすべし

」とする開放
的な家を志

向して

いる。ついつ
い、防火区

画への認識
が薄らいで

はいな

いか。（K）

開放性と閉鎖性、そして延焼防止

回20第謝多言

しゃ
た

げん

妄
もう

　友人のコ
ンサートへ

行った。息
子より年下

の彼女

はサキソフ
ォン吹きで

ある。コロ
ナ禍でいく

つもの

発表の場を
失った後の

3月半ば、ピ
アノとのデ

ュオが

あると本人
から聞いた

ので、丹沢
山塊の麓の

小さな

美術館の
一室へ行く

。30人限定
、私たちの

席は最

前列で奏者
とソーシャ

ルディスタ
ンスの近さ

である。

開演前の
ざわめ

きがおさま
り、二

人が登場し
た。ピ

アニストも
女性、

硬すぎな
い緊張

感のあと
音楽が

立ち上がる
。ピアノは力

強くリズム
を刻み、上

原ひろ

み風、サキ
ソフォンは

悠揚と叫び
、囁き、泣く

。音色

は柔らかい
。ボザ、ミヨ

ー、ブルッ
フ、ドビュ

ッシーな

どのクラシ
ックは知性

と情感が精
緻に隅 ま々でいき

わたり気品
が漂い、ポ

ピュラーや
ジャズは成

熟した

軽さや渇い
た哀愁、揺

蕩う心のあ
りように聴

く者は

息を止める
。曲により

テナーとア
ルトを吹き

分ける。

ピアソラの
「鮫」はピ

アソラ自身
のバンドや

ギドン・ク

レーメル率
いるグルー

プとは異な
る、人によ

る歌のよ

うだ、しか
も手練れの

演歌か。こ
こではクラ

シックと

ジャズ、演
歌との垣根

は取り払わ
れた。終演

後「カウ

ンターでス
コッチを呑

みながらこ
んな演奏を

聴かさ

れたら俺は
泣くぞ」と

いうと、彼
女は「あた

しのため

に泣いてく
れるの？」

隣でピアニ
ストは黙っ

て微笑ん

でいた。（
し）

※1 ホッブズ「リヴァイアサン」、bellum omnium contra omnes

※2 神戸大学 北後明彦「火災調査の歴史」、主要都市：ウィーン、ロンドン、ハンブ

ルク、ローマ、フィレンツェ、コペンハーゲン、ブリュッセル、アントワープ、など

※3 「近代建築の5原則」の一つ

※4 吉田兼好「徒然草」第55段

たゆた
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潤滑油
防災を滑らかに伝え、周りを触発する手法アレコレ

触媒今回の触発キーワード　ある日、「ピピピピピ・・・」と軽やかな（？）目覚ましの電子音で起き上がる。

台所に降り、給湯器のスタートボタンを「ピッ」と押す。ほどなくして「ピピ

ピ」「ピピピ」と別な場所から聞こえてくる。ポットの湯が沸き、洗濯も終わっ

たようだ。いろいろな音を聞きながら、一日が始まる。

　それにしても身の回りには「知らせてくれる音」の何と多いことか。この音に

よって効率的に動くことができ、特に出勤前の朝などは、その恩恵を受けるこ

とも多いのだろうが、時に、このような音がない、静寂な環境に身を置きたくな

るのは自分だけではないだろう。（おっと、いけない、筆が滑りすぎて「知らせて

くれる音」の短所を書くことになってしまったが、本文の主脈ではなかった。）

　さて、「知らせてくれる音」には、これまで記したもののほかに、異常な事態

などを知らせてくれる音がある。身近なものとしては、冷蔵庫のドアを閉め忘

れた時や、電話の受話器を定位に戻さなかった時に発せられる警報音、また、

「防火・防災」の観点で考えると、自動火災報知設備などの非常ベルがこれらにあたる。冷蔵庫や電話の警報音は、扉を閉

める又は受話器を元に戻すことにより消えるが、非常ベルはスイッチを戻して終わりという訳にはいかない。スイッチ

を戻す前にやらなければならないことがあり、それこそが重要になる。

　非常ベルが鳴った場合にやらなければならないこと、それはまず、現場の確認である。自動火災報知設備を例にとると、

非常ベルの鳴動→受信機で場所の確認→現場の確認→119番通報、初期消火などという手順が必要になってくる。そして、

失礼ながらこれらの一連の行動が従業員間で習熟されていない事業所も散見されることも事実である。是非、この一連行

動は訓練等によって身に付けておきたいものである。

　我が家の飼い犬は、玄関のチャイムが鳴ると一目散に玄関に駆け付ける。人好きの彼は、「玄関のチャイム音」＝「来客」と

認識して、来訪者に甘えたいがために玄関に走るのだ。これが行動パターンになっている。ペット動物と一緒にして申し訳

ないが、非常ベルが鳴動した際に、それが非常を知らせるベルであることを確認したうえで、条件反射的な一連行動を取る

ことができるよう、反復の訓練を行うことは重要なことである。 （吾）

と

『確かめることの大切さ ～警報音の原因は必ず確かめて行動に～』

　いつも、ご覧いただきありがとうございます。

　今回は、足のマッサージをご紹介いたします。

　図１は、足のかかとを使っての足裏のマッサージです。

　足裏は全身のツボが集まった場所です。足裏を刺激する

と、つながっている内臓にアプローチいたします。また、体重

を支える足首やアキレス腱をほぐす効果もあります。

　図のように、かかとを反対側の足裏に場所を変えながら2、

3秒ずつ痛気持ち良いところに押し付けてください。片方を一

回5分前後行い、左右で１０分ぐらいになります。毎日行うと効

果が現れると思います。 045-878-5168横浜市港南区上永谷 3-9-20
コーポ斉藤102 号室

坂の上の整体院 ● お問い合わせ

図1

図2

　図２は、肘を使った内もも
のマッサージです。　内ももの特に膝に近い方
が、膝の凝りをほぐすポイン
トになります。　やり方は、図のように、片方
の足をあぐらをかくようにし
て、肘で痛気持ち良いところ
を2、3秒押します。　毎日、両太ももの内側を
トータル１０分前後行うと良
いと思います。

いざという時のための「ひとり整体」 すすめ● 坂の上の整体院 院長　　斉藤 正人

横浜市防火防災
協会

（デザイン／印刷） 吾 妻 印 刷 株 式 会 社 ※「よこはま都市消防」 市内約4,000事業所、消防・防災機関等300部配付　　　　　　　　　　　　　　　　（年４回） 発行

横浜市
防火防災協会職員

元横浜消防職員現横浜消防職員
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■
作
品
展
に
訪
れ
感
銘
、作
品
紹
介
と
執
筆
を
依
頼

■
消
防
行
事
で
い
つ
も
熱
心
に
写
真
撮
影
を
し
て
い
る

　近藤
さ
ん
を
発
見
！
そ
の
後
ス
カ
ウ
ト

■
中
消
防
署
長（
当
時
）の

　紹介
、野
毛
が
大
好
き

　意気
投
合

■
当
協
会
主
催
の
防
災
講
演
会
に
取
材
に
来
て

　いた
時
に
声
を
掛
け
、記
事
の
執
筆
を
依
頼

■
お
客
さ
ん

■ピンボケオヤジの会
　写真批評会という飲み会（休止中）

■消防局写真部

■編集会議という名の飲み会(休止中)

■
編
集
長
と
出
身
高
校
が
同
じ

担当：鉄道の写真撮り鉄の歴史は長いです

担当：富士山の写真富士山、好きで引っ越しました

担当：横浜の写真横浜街歩きが好き

担当：山の写真山で出会う草花やご来光、感動を伝えたい

担当：花、風景の写真写真を撮りに出かけるのがリフレッシュ法

担当：人物等の写真友情出演といいつつ、やさしい写真ばかり

●防災・生活安全 我聞塾　桐蔭横浜大学客員教授精密イラストで消防の歴史を伝えたい

佐藤 榮一

このコラムは誰が書いているの？と聞かれるが、ヒ・ミ・ツ

(し)現職時代にみなとみらいのビル群を多数消防検査した経験あり

（Ｋ）

●専任講師美術、お酒に詳しい、カメラを持った街歩きが秘技／仙人と呼ばれる

ジャム

●非常勤講師戸塚区ヘルスメイト食の視点から防災を伝える

宇野 登志子

●常任理事柔和な人柄で「こんにちは」と訪問すれば話が弾む

坂野　満

❶講習課長兼防災 コンサルティング担当課長
❷講習課課長代理兼防災 コンサルティング課課長代理

●講習担当課長救急救命の生き字引、エピソードは語りつくせない

大好きな消防をカメラで収める時がシアワセ♡

近藤 美樹

●横浜開港資料館　調査研究員横浜の近代史は「防災」の歴史でもあります

吉田 律人

●坂の上の整体院　院長
「災害に強いカラダづくり」にはメンテナンスが大切です

●神奈川新聞記者災害事例や教訓を多角的に報じ命と暮らしを守りたい

・「減災新聞」の視点
・横浜消防の近代史

・消防車は語る

・表紙写真・ベストショット写真

・妄言多謝
・新約消防白書

・「ひとり整体」のすすめ

・フォト収集・低山ハイクのススメNo.47

・フォト収集

・こんにちは

・フォト収集

・救急よもやま話 ・協会におまかせ

・横浜路地裏日記

・災害時こそ美味しい 食事を(№49まで連載)

・フォト収集

・フォト収集

・フォト収集

総務課職員
河原

名波

編集スタッフ

・横浜消防 トピック119

消防局各課

人間関係丸分かり

★50号記念★

※敬称略

協
会
で
作
る
ポ
ス
タ
ー

も
彼
女
の
作
品

りつ　とりつ　と

斉藤 正人

防災のアドバイスは丁寧で優しい

●事務局長実は広報誌の編集、やりたかったんです！担当：北海道の写真

・編集後記

編
集
長

有賀 太重
ある　 が　　たい じゅう

ある　 が　　たい じゅう

天野 義照

佐々木 功喜

笹川　廣
吉田 茂男

なとり まさあき

武笠 基和

②河原 伸吾 ①滝沢 宏

渡辺　渉

Ｔ・Ｏ

「よこはま都市消防」編集長の体当たり相関図
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公益社団法人設立10周年 よこはま都市消防・執筆者座談会

【「よこはま都市消防」について】

渕上編集長 「よこはま都市消防」は 5 年前とは変わったと
思いますが、前編集長の話では「消防局の機関誌

『横浜消防』の復活はみんなの願い、当協会の広
報誌をそこに向けて見直すことはチャンス」と
思ったそうです。

（し） 執筆者をよく捕まえて記事を書いてもらった
ことはよかったです。横浜消防の歴史の吉田さ
ん、減災新聞の渡辺さんもよく横浜のこと、消
防のことをほじくってくれて敬意を払いたいと
思います。渡辺さんは新聞記者だから毎回素晴
らしいが、最近連載している小野さんの「アシス
ト」も事実をしっかり調べており、毎回土俵を変
えていて書き方が柔軟で分かりやすいです。

岡田 書くということ、載せるということは命懸け
で、私の今の勤務先のトップが安全に関しては
専門家とも言え、読まれているので恥ずかしく
なります。

（し） そういう人にも対応できる原稿にしなければ
ならない。

【今後の「よこはま都市消防」について】

渕上編集長 今後の「よこはま都市消防」はどうですか。
（し） 以前、ある自動車会社の社内報を作っている

方の話を聞く機会があったのですが、「社内報を
作る意味は ?」と直球で聞いたところ、ためらい
もなくその方は「人を作るんです」と言った「自動
車を作ってもらいたいのではなく、人をちゃん
と作ってさえいればどこの会社でもいいクルマ
は作れます。」それは「よこはま都市消防」もそう
だろうなと思いたい。今この広報誌の面白いの
は、渡辺さん、吉田さん、小野さん、岡田さん、
皆さんが事故や災害の話をお書きになっている
ようで実は「人」が中心なのです。それは変えな
いほうがいい。概念を賛美しないで、人が生き
る、人が人を救おうとすべきではないか。その
原点を変えるべきではない。素晴らしい著作者
を掌握している。意図を問う人はいない。

小野さんの「アシスト」は統計からその人をど
う守るかが主題。（K）さんの「白書」は内開きか外
開きかの話があったり、バベルの塔の話もそう
だったが、絵が浮かぶ、人が浮かぶ、そこの「人」
を気にしているからあのような文が生まれる。
組織や法律を相手にしていない。

ジャム 結論が出たようですね。「人を作る」でいいと思
う。

（し） 吉田さんはよく調べてやってくれていますね、
横浜消防の創成期の話。

ジャム お人柄が出てる。まじめで几帳面でいい人だ
ということがすぐ見える。

（し） 渡辺さんの文章もいい文章ですね。佐藤さん
の消防車の話、感電しちゃったとか可笑しいと
ころもありますがふんわりとした雰囲気に包ま
れ奥の深さもある。

ジャム 皆さん熱いですよね、ハートがある。そうい
う著者を今後も発掘していくことが大事だと思
います。

（し） 我々だけでは逆立ちしても無理なのでそうい
う人を見つけてほしいです。忘れてならないの
は写真の近藤美樹さんね。特集を組んでほしい。
ベストショットを見開きにまとめたり、それで
消防でやっていることが分かる。それと「潤滑油
と触媒」硬軟取り混ぜというか玉石混合という
か、もうちょっと専門家にしか書けない内容に
したほうがいいのではないか。

渕上編集長 あのコーナーのコンセプトは「読者の中の防火
管理者の方が職場の朝礼で防災についてのコメ
ントをする際のヒントになれば」と、そのネタを
取り入れることで始まったようです。

（し） ラストのお酒の紹介もいい。買おうと思って
しまう。

渕上編集長 皆さんのお話、とても参考になりました。「人
を作る」という結論が出て大変勉強になりまし
た。うまくまとまらず申し訳ありません。

（し） 経験的には座談会はまとまらないものです。
（笑）
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わたし
の

ベスト
ショッ

ト!!

撮影：近藤 美樹さん

九都県市
合同防災

訓練から

Y O K O H A M A   R O Z I U R A   N I K K I

文と写真 ● ジャム

　花のな
い時季も

ある。石川
町駅南口

中村川方
面に出て

、中村川

に沿って少
し歩き、亀

の橋を渡
らずに諏

訪神社前
をすぎ地

蔵坂を

上る。少し
行くと左手

のコンクリ
ートの階段

をずんずん
上る。途中

に

見事な紅
梅。この坂

は、いつ上
っても息が

切れてしま
う。息を整

え

つつ上り終
えるとそこ

は山手イタ
リア山庭園

。外交官の
家、ブラフ

18

番館を見
ながら道

なりに行く
と、山手本

通りに出る
。カトリック

山

手教会、横
浜司教館

別館を右
手に見

て、フェリ
ス女学院

を過ぎ、代
官坂上

をわたると
べーリック

ホールに
出る。

山手80番
館遺跡、横

浜山手西
洋館、

えの木て
い、山手2

34番館、
横浜山

手聖公会
を通り過ぎ

て、ちょっ
と山手

資料館に
入り、1階

2階をさっ
と見学。

貝殻坂の
とば口に

日本の道
100選山

下公園通
り・山手本

通りのモニ
ュメン

トがある
。外人墓

地、横浜
地方気象

台を左に
岩崎博物

館を右に
して、信

号を渡ると
そこはイン

グリッシュ
ローズ

の庭、沈床
花壇があ

る。横浜市
イギリス館

、山手111
番館を過

ぎる

と神奈川
県立神奈

川近代文
学館の入

り口になる
。そのすぐ

そばに

大佛次郎
記念館。「

文士は必
ずカメラを

持て」とい
う展示に

ひか

れてしまっ
た。やっぱ

りというべ
きか、ライ

カが展示
してあった

。ど

うするんだ
、オレ。

　大佛次
郎は愛猫

家で知られ
る。どうも

15匹以上
もいたらし

い。

　港の見
える丘公

園展望台
でまさに港

を見て、フ
ランス山で

愛の

母子像の
前を通り

、フランス
領事館公

邸遺構を
過ぎ、フラ

ンス橋

を渡ると再
び中村川

に出る。こ
れがエトラ

ンゼの横
浜散歩。

のぼのぼ

のぼのぼ

　編集長を

5年間演じ

させていた
だいた。

　演技は日
頃の自分で

はないもう
一つの

生き方を表
現させても

らえる貴重
な時間

だった。ず
っとやりた

かった冊
子の編集

の仕事、そ
れを仲間

が、先輩が
、たくさん

の出会いが
救ってくれ

た。それま
で褒めら

れては木に
のぼり、落

ちては嘲笑
され、臆

病になって
いた。編集

をさせてい
ただい

たこの間、
のびのびと

人のつなが
りの役を

担えたこと
に感謝して

いる。

　最高の褒
め言葉は「

あなたは触
媒、みん

なの良さを
引き出して

くれる」と言
われたこ

と。本当の
自分に「こ

れがしたか
ったのだろ

う」と気付
かされ、木

の頂点まで
登るような

最高の言
葉だった。

その気付き
を小誌の

「潤滑油と
触媒」という

コーナーの
タイトルに

託した。今
後は別の自

分を演じる
機会を探

しながら、自
然体で気負

わずにいき
たい。

　もちろん
キーワード

は防災、鏡
を見て

は姿勢を糺
しながら。

※今後は渕
上事務局

長が編集
長となり、

私はお手伝
いをさせて

いただきま
すので

引き続きど
うぞよろしく

お願いいた
します。

（アルガ）

編集後
記

　本年度か
ら当機関誌

の編集長に
なりまし

た横浜市
防火防災

協会事務
局長の渕

上

正基と申し
ます。

　「よこはま
都市消防」

をご愛読い
ただき誠に

ありがとうご
ざいます。

　当機関誌
は、執筆者

や投稿者の
皆様並びに

横浜市消
防局の皆

様、そして読
者の皆様

など多くの
方 の々ご協力に

より、防火
防災関

係を中心に
、エッセイや

趣味など二
刀流、三刀

流の幅広
い情報を

盛り込んで
おります。今

後とも充実
した誌面と

なるよう務
めていきま

すので、変
わらぬご支

援の程よろ
しくお願い

いたします
。

当協会事務局等の新年度の人事について

編集長着任のご挨拶

▼ 事務局次長　防災支援課長

　（前　次長講習課長兼防災コンサルティング課長）

滝沢　宏

▼ 事務局長　総務課長事務取扱

　（前　事務局次長）

渕上　正基

▼ 専務理事

坂野　満

▼ 事務局次長　講習課長

　（前　磯子消防署副署長）

韮山 広志

継 続 ※一部役員・課長以上

新 任

※4月1日から、「防災コンサルティング課」が「防災支援課」に名称が変わりました。
新体制一同、

今後ともよろしく

お願いいたします。

渕上 正基

新 約 消 防 白 書

　座敷から
縁側に庭を

臨み、向こう
に稜線を望

む。縁

側から踏石
の下駄を履

き、草花を
愛でる。一

輪を摘

み、床の間
に活け、暫

し、座敷に
佇み、微風

をうける。

「山も庭も
動き入るる

や夏座敷」
芭蕉。私の理

想だ。

　しかし、こ
のような開

放的な木造
建築は、火

の手に

は弱い。江
戸時代では

、家屋が容
易に炎上し

、延焼し

大火となっ
た。やむを

得ず、家屋
を破壊し延

焼防止を

行った。現代
も消防にお

ける戦術上
の優先順位

は、人

命救助、そし
て延焼防止

である。

　一方、明
治以降日本

は、近代化（
西欧化）を

推進して

きたが、西
欧の建築は

様式が違う
ため火災の

様相も

日本と異な
る。中世西

欧社会では
、※1「万人の

万人によ

る闘争」とい
う思想が生

まれるほど
野蛮で混乱

した状

況であった
。略奪から

町を守るた
め周囲を壁

で囲い、

石で家を造
り、閉鎖的

な壁文化が
形成された

。その壁

文化が継承
された19世

紀後半の
※2「主要な都

市にお

ける建物火
災のほとん

どは、出火階
でとどまって

いた」

と言う。石造
りの家では

壁に火が阻
止され延焼

するこ

とが稀であ
り、壁による

延焼防止は
驚異的であ

る。

　近代建築
の父ル・コ

ルビュジェ
は、建物を

支える

※3「構造壁か
らの解放」

を行ったが
、それでも

近代建

築は、防火
区画という

閉鎖性を受
け継いでい

る。日本

はその西欧
化された建

築を受け入
れ、明治以

降150

年経ってい
るが、区画

による延焼
防止策は身

につい

ただろうか
。多くの日本

人は、今も
※4「家の作り

やう

は、夏をむ
ねとすべし

」とする開放
的な家を志

向して

いる。ついつ
い、防火区

画への認識
が薄らいで

はいな

いか。（K）

開放性と閉鎖性、そして延焼防止

回20第謝多言

しゃ
た

げん

妄
もう

　友人のコ
ンサートへ

行った。息
子より年下

の彼女

はサキソフ
ォン吹きで

ある。コロ
ナ禍でいく

つもの

発表の場を
失った後の

3月半ば、ピ
アノとのデ

ュオが

あると本人
から聞いた

ので、丹沢
山塊の麓の

小さな

美術館の
一室へ行く

。30人限定
、私たちの

席は最

前列で奏者
とソーシャ

ルディスタ
ンスの近さ

である。

開演前の
ざわめ

きがおさま
り、二

人が登場し
た。ピ

アニストも
女性、

硬すぎな
い緊張

感のあと
音楽が

立ち上がる
。ピアノは力

強くリズム
を刻み、上

原ひろ

み風、サキ
ソフォンは

悠揚と叫び
、囁き、泣く

。音色

は柔らかい
。ボザ、ミヨ

ー、ブルッ
フ、ドビュ

ッシーな

どのクラシ
ックは知性

と情感が精
緻に隅 ま々でいき

わたり気品
が漂い、ポ

ピュラーや
ジャズは成

熟した

軽さや渇い
た哀愁、揺

蕩う心のあ
りように聴

く者は

息を止める
。曲により

テナーとア
ルトを吹き

分ける。

ピアソラの
「鮫」はピ

アソラ自身
のバンドや

ギドン・ク

レーメル率
いるグルー

プとは異な
る、人によ

る歌のよ

うだ、しか
も手練れの

演歌か。こ
こではクラ

シックと

ジャズ、演
歌との垣根

は取り払わ
れた。終演

後「カウ

ンターでス
コッチを呑

みながらこ
んな演奏を

聴かさ

れたら俺は
泣くぞ」と

いうと、彼
女は「あた

しのため

に泣いてく
れるの？」

隣でピアニ
ストは黙っ

て微笑ん

でいた。（
し）

※1 ホッブズ「リヴァイアサン」、bellum omnium contra omnes

※2 神戸大学 北後明彦「火災調査の歴史」、主要都市：ウィーン、ロンドン、ハンブ

ルク、ローマ、フィレンツェ、コペンハーゲン、ブリュッセル、アントワープ、など

※3 「近代建築の5原則」の一つ

※4 吉田兼好「徒然草」第55段

たゆた
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平成27年度 理事会

総
会

理
事
会

平成30年度 定時総会　

令和元年度 定時総会　

防災功労者表彰

場所：崎陽軒 本店

令和２年度 定時総会　
場所：崎陽軒 本店場所：崎陽軒 本店

場所：ホテル横浜ガーデン

平成29年度 理事会
日時：平成29年6月1日　場所：崎陽軒 本店
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防災施設視察研修会
平成24年度

［実施場所］  （独）土木研究所
［視察内容］　舗装 ／ 橋のメンテナンス ／ 土木技術に関する研究施設、橋の耐震対策に関する実験施設を見学

平成28年度
［実施場所］　日本科学未来館、中央防波堤ゴミ最終処分場
［視察内容］　日本科学未来館：「世界をさぐる」、「未来をさぐる」、「地球とつながる」を見学 ／ 中央防波堤ゴミ最終処分場：廃棄物
処理施設及び埋め立て処分場見学 ／ 東京のゴミ処理の流れ、ゴミの資源化や環境保全の取組などについて学習

平成29年度
［実施場所］　清水建設技術研究所、崎陽軒横浜工場
［視察内容］　清水建設技術研究所：スパーゼネコンの災害に対する安全・安心を追及する技術及び設備の見学 ／ 崎陽軒横浜工場：「駅弁の
歴史」及び「シウマイ弁当のひみつ」の学習、大量及び少量生産に対応した「シウマイの製造工程」及び「シウマイ弁当の製造ライン」見学

平成30年度
［実施場所］　JAXA相模原キャンパス、川越（自由散歩）
［視察内容］　JAXA相模原キャンパス：宇宙の謎を解明する学術研究の拠点。メインキャンパス、宇宙教育センター、実験施設及び先端科学
実験棟などを見学 ／ 川越（自由散歩）：江戸時代の蔵造り（類焼を防ぐための巧妙な耐火建築）の建物から当時の防災を学びながら散策

令和元年度
［実施場所］　東京湾横断道路防災施設
［視察内容］　東京湾横断道路のうち川崎浮島～海ほたる間の地下トンネル部分を構成する施設の防災設備を見学しました。

平成25年度
［実施場所］  （独）森林総合研究所
［視察内容］　木材の耐震・耐火の実験設備の視察、木造モデル住宅の見学、防火・防災部門の実験設備、研究施設等を視察

平成26年度
［実施場所］   JFEスチール株式会社、東日本製鉄所（京浜地区）　
［視察内容］　高炉、転炉などの製鉄の仕組み　・製品としての厚板と、その製造工程での熱延作業
使用済プラスチックの高炉原料化など、リサイクルへの取り組み ／ 製鉄所という広大な地域及び事業所での防火防災に係る取り組み

平成27年度
［実施場所］   国会衆議院、東京臨海広域防災公園 そなエリア東京
［視察内容］　国会衆議院内及び衆議院本会議場等の見学 ／ そなエリア東京でのタブレット端末を使用した防災体験と防災学習

視察研修会の様子

中央防波堤ゴミ最終処分場

製鉄所内の様子

清水建設技術研究所 崎陽軒横浜工場 

ＪＡＸＡ相模原キャンパス 川越（自由散策）

日本科学未来館

国会衆議院見学 そなエリア東京での防災体験学習
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［実施場所］   国会衆議院、東京臨海広域防災公園 そなエリア東京
［視察内容］　国会衆議院内及び衆議院本会議場等の見学 ／ そなエリア東京でのタブレット端末を使用した防災体験と防災学習

視察研修会の様子

中央防波堤ゴミ最終処分場

製鉄所内の様子

清水建設技術研究所 崎陽軒横浜工場 

ＪＡＸＡ相模原キャンパス 川越（自由散策）

日本科学未来館

国会衆議院見学 そなエリア東京での防災体験学習
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防災セミナー
平成26年度

［内容］　東日本大震災から3年！
 「津波の高さ・速さと生活の中の
 放射線を再び考える」

［講師］　公益社団法人横浜市防火防災協会　
 常任理事　安藤 行雄

防災講演会
平成26年度

［演題］　「地震に備える防火防災管理のあり方」
 ～東日本大震災の事例を踏まえて～

［講師］　総務省消防庁 消防大学校 消防研究センター 
 研究統括官　工学博士　山田 常圭 氏

平成27年度
［演題］　「自衛消防隊に期待するもの」
［講師］　一般財団法人 日本消防設備安全センター 
 企画研究部 審議役　岡田 康裕 氏

平成27年度
［演題］　「阪神・淡路大震災から20年、
 住宅の耐震化について考える」

［講師］　東京工業大学 大学院総合理工学研究科　
 教授　翠川 三郎 氏

平成28年度
［演題］　「火山の活動・防災について」
［講師］　横浜地方気象台 火山防災官　潟山 弘明 氏

平成28年度
【第一部】 
［演題］　「体育訓練担当課長　今昔物語」 
［講師］　横浜市消防訓練センター初代体育教官　本田 大三郎 氏

【第二部】 
［演題］　「優秀な人材が働きたくなる組織のつくり方」 
［講師］　株式会社 平成建設 代表取締役社長　秋本 久雄 氏

平成29年度
［演題］　「気候変動と防災について」
［講師］　横浜地方気象台 防災管理官　山城 幸浩 氏

平成29年度
［演題］ 熊本 連鎖地震からの警告と災害弱者
 －歴史地震と大規模災害のリスクに関する考察－

［講師］ 神奈川大学  経済学部 教授　佐藤　孝治 氏

平成30年度
［演題］　「横浜市の危機管理と災害対策について」
［講師］　横浜市危機管理監　荒井 守 氏

平成30年度
［演題］ 次の震災について本当のことを話してみよう。
［講師］ 名古屋大学 教授 工学博士　福和 伸夫 氏

令和元年度
［演題］　災害・減災取材の現場から　
 ～「わがこと」と捉えるために

［講師］　講師：神奈川新聞報道部　渡辺 渉 氏

令和元年度
［演題］ 横浜消防の近代史　―開港から消防署の誕生まで―
① 横浜消防の歴史はどこまでわかって、どこまで わかっていないのか？
② 近代横浜の大規模火災（慶応の大火・雲井町大火・埋地大火）
③ 横浜消防の特徴（居留地消防隊の存在）
④ 消防署誕生の背景と意義

［講師］　講師： 横浜開港資料館 調査員　吉田 律人 氏
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旭 金沢

西

鶴見

港北

緑

南

青葉

鈴木会長

磯子

瀬谷

港南

戸塚 保土ケ谷

神奈川

栄

中

都筑

区　別 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

鶴   見 昭和産業株式会社鶴見パッケージセンター 株式会社築港 　横浜化学品センター キリンビール株式会社　横浜工場 大東タンクターミナル株式会社
横浜油槽所

神奈川 太陽油脂株式会社 日清オイリオグループ株式会社
横浜神奈川事業所　所長　松本　曉虎 日本製粉株式会社　横浜工場 株式会社　京浜化成品センター

代表取締役社長　佐藤　一郎

西 横浜市防災消防事業協同組合 日産自動車株式会社　グローバル本社 株式会社相鉄ビルマネジメント 
代表取締役社長　千原　広司 株式会社　横浜ロイヤルパークホテル

中 高田工業株式会社　本牧工場 川本工業株式会社 日成建設株式会社 株式会社ホテル、ニューグランド
代表取締役社長　濱田　賢治

南 横浜弘明寺商店街協同組合 有限会社太田屋
富田　忠雄

有限会社新美商会
新美　政平 石川　光男

港　南 京急上大岡自動車学校 株式会社京急百貨店 株式会社大津スイミング企画
代表取締役　大津　政美 おふろの王様　港南台店

保土ヶ谷 株式会社トノックス　
代表取締役　殿内　荘太郎 モンテファーレ 株式会社　金原 

代表取締役　金原　正和
関東陸送株式会社

代表取締役　河原　和弘　　

旭 日産自動車㈱　日産教育センター　
所長　森　健三

　株式会社アサヒマーク
会長　漆原　辰男

株式会社　横浜ドライ 
代表取締役　佐々木　守雄

株式会社　芙蓉ビデオエイジェンシー
代表取締役会長　西澤　清

磯子 株式会社東芝　横浜事業所　
所長　小林　薫平 　東京ガス株式会社根岸工場 株式会社ＩＨＩ横浜事業所

所長　鈴木　健
社会福祉法人　峰延会　特別養護老人
ホーム「峰の郷」　理事長　又江　和子

金　沢 JNC 株式会社　横浜研究所　
事務グループリーダー　荒川　健司

株式会社 日本製鋼所 横浜製作所
総務部長　恒松　直樹

協同組合横浜マーチャンダイジングセンター　
理事長　鈴木　信晴

日本シャフト株式会社
代表取締役社長　坂井　直人

港　北 株式会社サカモト　坂本祭典　新横浜斎場 社会福祉法人　仁成会　尚花愛児園 株式会社横浜アリーナ 株式会社　エイト工業

緑 丸台商事株式会社　
代表取締役社長　岸　蔚

株式会社ジェス
代表取締役会長　宇都木　伊信 株式会社横浜ＬＩＸＩＬ製作所 株式会社よろづ絞製作所

青　葉 株式会社東急百貨店たまプラーザ店 アイビー商事株式会社
代表取締役社長　石原　博

株式会社青葉防災
代表取締役　 水戸　幸宏

工藤建設株式会社
相談役　工藤　五三

都　筑 株式会社清水商工　
代表取締役　清水　廣司

東塗装株式会社
取締相談役　岸　勝治

城田地所株式会社
代表取締役　城田　栄一

山崎製パン株式会社
横浜第二工場

戸　塚 株式会社日立製作所情報・通信システム社　
通信ネットワーク事業部 山崎製パン株式会社　横浜第一工場 大洋建設株式会社 医療法人　横浜柏堤会

戸塚共立第１病院

栄 飯島　繁 モンテカティーニ
代表　金子　勝 關　昌憲 株式会社　ワイ・エス企画

代表取締役　内田　康正

泉 横浜油材株式会社　
代表取締役会長　伊藤　春雄

有限会社　大貫商事
取締役会長　大貫　芳夫

株式会社　啓愛社
人事総務部　課長　久良知　秀郎 

神奈川中央交通株式会社　戸塚営業所
所長　鳥海　敏克

瀬　谷 株式会社依田儀一商店　
代表取締役　依田　紀久子

株式会社エスシー・マシーナリ東京機械センター
代表取締役所長　吉田　浩次

株式会社栁沼建設
代表取締役　  栁沼　芳光

有限会社石川電気
代表取締役　石川　重夫

令和４年度 防災功労者表彰

歴代防災功労者表彰受賞者一覧 ( 順不同・敬称略）
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区　別 令和３年 令和４年

鶴　見 JFE エンジニアリング株式会社 有限会社澤の湯
代表取締役　山本　龍行

神奈川 太陽油脂株式会社 株式会社渡辺プロテック
代表取締役　長竹　信子

西 横浜消火栓標識株式会社 株式会社横浜スカイビル

中 株式会社日新 医療法人博生会　本牧病院

南 横浜橋通商店街協同組合
理事長　高橋　一成 株式会社イトーヨーカ堂　横浜別所店

港　南 株式会社大八
代表取締役社長　山本　武史

株式会社キクシマ
代表取締役社長　菊嶋　秀生

保土ヶ谷 石井　忠 様 古河電池株式会社
代表取締役社長　小野　眞一

旭 平山防災設備株式会社
代表取締役　平山　行伸 聖マリアンナ医科大学　横浜市西部病院

磯子 シティー開発株式会社
  代表取締役社長　川原　武人

学校法人 横浜学園
理事長　田沼　光明

金　沢 トヨタメトロジック 株式会社 株式会社ワン・ツー・ストック

港　北 株式会社宮川製作所
代表取締役　宮川　恒太郎 新横浜グレイスホテル

緑 有限会社ミヨシ企画 医療法人社団　鴨居病院
理事長　荒井　ゆかり

青　葉 株式会社東急モールズデベロップメント
青葉台東急スクエア　総支配人　高橋　駒貴 イチコーエンジニアリング株式会社

都　筑 株式会社 清水商工 様 山崎製パン株式会社　横浜第二工場

戸　塚 株式会社甲斐　
代表取締役会長　奥秋　和彦

株式会社鈴花園
代表取締役　鈴木　一弘

栄 有限会社坂間建材センター 平井工業株式会社

泉 株式会社オーモリ
代表取締役社長　小野　敦男 有限会社小川エステート 様

瀬　谷 社会福祉法人 朋友会
軽費老人ホーム　睦荘

学校法人 横浜中央学園　ゆたか幼稚園
園長　鎌田　豊也

区　別 平成29年度 平成 30 年度 令和元年 令和 2 年

鶴　見 株式会社オカムラ物流　横浜物流センター 鶴見倉庫株式会社 東芝エネルギーシステムズ株式会社
京浜事業所

AGC 株式会社
AGC 横浜テクニカルセンター

神奈川 株式会社渡商会　
取締役会長　河西　哲男 昭和電工株式会社　横浜事業所 三菱鉛筆株式会社　横浜事業所 AGC 株式会社　中央研究所

西 株式会社　
横浜グランドインターコンチネンタルホテル

三菱地所プロパティマネジメント株式会社
横浜支店 横浜新都市センター株式会社 株式会社　崎陽軒

中 牛山事務所　
代表　牛山　裕子

株式会社共栄社
代表取締役社長　山口　宏

株式会社大憲興業
代表取締役　高野　智恵子 株式会社　横浜スタジアム

南 千歳自動車工業株式会社 東亜道路工業株式会社　横浜工場 日本濾水機工業株式会社 株式会社ケイディエス
神奈川ドライビングスクール

港　南 社会福祉法人恩賜財団済生会
横浜市南部病院　院長　今田　敏夫 株式会社高島屋港南台店 ホンダカーズ神奈川中株式会社

代表取締役会長　大平　力藏
株式会社相鉄ビルマネジメント

横浜エリア事業部港南台営業所

保土ヶ谷 保土ヶ谷青果株式会社 中嶋　光 横浜トヨペット整備株式会社 ヤベライフパートナー株式会社

旭 株式会社横浜レンタル
代表取締役　　古野　奨　

ヨコハマ防水株式会社
代表取締役　森本　潔

社会福祉法人藤嶺会特別養護老人ホーム
弥生苑　理事長　西山　宏二郎

有限会社ベルセブン
代表取締役　鈴木　昭彦

磯子 プララ都市開発株式会社
代表取締役社長　黒川　順吉　

社会福祉法人磯子コスモス福祉会　
特別養護老人ホーム中原苑　理事長　鈴木　秀雄 旭紙業株式会社　横浜工場 株式会社日立インフォメーションエンジニアリング

システムプラザ横浜

金　沢 三上船舶工業株式会社
代表取締役社長　河西　良二

明和食品株式会社
代表取締役会長　山田　淳二

鈴江コーポレーション株式会社
新杉田埠頭倉庫営業所 横浜ケミカル倉庫有限会社

港　北 ローム株式会社　横浜テクノロジーセンター 新横浜プリンスホテル 株式会社メモワール Socia ２１
代表取締役社長　渡邊　正典 小松精機株式会社

緑 中山博善株式会社
代表取締役　菊地　満理子 有限会社ミドリ事務機 三和倉庫株式会社　横浜事業所 ヤマト建設株式会社

代表取締役　小林清一

青　葉 有限会社太陽住宅設備
代表取締役　　白井　久美　

土志田石油株式会社
代表取締役　土志田　啓次

 イッツ・コミュニケーションズ株式会社
代表取締役社長　嶋田　創 日本体育大学　横浜・健志台キャンパス

都　筑 株式会社ヤナセ横浜ニューデポー 日東樹脂工業株式会社　横浜工場 株式会社亀屋万年堂　横浜事業所 株式会社 DNP テクノパック横浜工場

戸　塚 東ソー株式会社　ウレタン研究所 ユニー株式会社　アピタ戸塚店 イオンリテールストア株式会社
イオンスタイル東戸塚

医療法人横浜未来ヘルスケアシステム
戸塚共立第２病院

栄 有限会社アスカ
代表取締役　立石　順子　 立正佼成会　大船教会 学校法人須藤学園

いいじまひがしこども園 大洋石油ガス株式会社

泉 株式会社オーモリ
代表取締役社長　小野　敦男　

株式会社麻生設備工業所
会長　麻生　清 有限会社　佐竹商店 川崎自動車工業株式会社

瀬　谷 株式会社アイシマ 特定非営利活動法人　ふるさとホーム瀬谷
理事長　久保田　雅徳

三鈴興業株式会社 
代表取締役　小林　浩

社会福祉法人恵正福祉会
介護老人保健施設　恵の杜
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消防車は語る 全10回＋αの乗り物が集合

　私が消防車のイラストを手掛ける動機は消防車が好きだから。と答えますが、きっ
かけは『横浜のアーレンフォックスを探してください。』のメッセージを発信したこ
とから始まります。写真が無く絵図も無い伝説的な消防車ですが、東京消防庁と函
館市消防本部に現物が保存されているのを知りました。製造会社のリストには横浜
市に納入されたことが記されていました。結局写真は見つからず、それは関東大震
災で焼失したことがわかり、伝え聞きで再現しました。その後、資料が少ない車の
再現、白黒資料の色彩による再現をして描き溜めました。
　細密画描法は消防に勤務する前の組織で職務上必要な技術として習得しました。
得意分野は、乗り物、建築物、植物などです。イラストレーターはクライアントから
依頼があれば何でも描くというのが特徴です。
　これからは、他市消防本部から草創期の消防車を描く依頼があるので描き続けて
まいりたいと考えています。　　

イラストレーター

佐
さ

藤
とう

榮
さ か え

一

消防車とイラスト

高性能高級消防車 アーレンフォックス
【米国製】 1921 年（神奈川県横浜市）　　

わが国初の消防自動車　
メリーウェザー号　横浜市

がもん
防災・生活安全　我聞塾
桐蔭横浜大学　客員教授

佐藤 榮一

マーセデス専任救助隊車ー 4153_LI

第 48 号掲載

神奈川県警察部機動消防隊 日産８１型　
1945 年（神奈川県横浜市）

第 46 号掲載

シボレー救急車　1950 年ころ 横浜市　

第 46 号掲載

第 47 号掲載第 45 号掲載
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1933_Inked はしご車　1933 年ころ　
日本陸軍省　_LI

ＧＭＣ水槽車―2

第 54 号掲載

航空消防ＤＣ－６

第 50 号掲載

1935_ 専任救助隊車　1935 年ころ　横浜市　

ダッジ救急車　1950 年ころ　横浜市　

1933_ わが国初の救急車 1933 年
（神奈川県横浜市）

GMC 水槽消防車

第 52 号掲載

ダットサン小型消防車　1943 年ころ　
特別高圧水槽付消防車　1950 年ころ　

横浜市　

インターナショナル半化学消防車
USNAVY 根岸消防隊　

第 49 号掲載

海軍省横須賀基地 消防車  桜に錨　

第 55 号掲載

普通消防車 ニッサン１８０型
1946 年ころから 1960 年ころまで

第 53 号掲載

ジープ小型消防車　
1950 年ころ　_LI.psd

トヨペット小型消防車　
1955 年ころ　横浜市　
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撮影：近藤 美樹さん

わたしの
ベストショッ

ト！！

撮影：近藤 美樹さん
～総集編～

緊急離発着場に着陸（訓練）した消防へり。
公園の緑の中は大変珍しいショットです。

要救助者が救助される瞬間、
とても緊張感がありました。

救助隊のキビキビした動きには
いつも感動します

今年の泉区の消防出初式、フィナーレ
を飾る一斉放水、虹がかかりました。

見ているこちらの気持ちが引き締まるような
ピシッとした敬礼が素敵でした。

化学防護服を着ての作業は目に見えな
いモノとの戦い。そんな日が来ない事
を祈るばかり。

太陽の光が水にあたりキラキラと輝く空間の中、
それを見ている隊員の後ろ姿が印象的でした。

新しくなった防火着装の消防団員、
指揮者が訓練を引き締めます。
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撮影：近藤 美樹さん

わたしの
ベストショッ

ト！！

撮影：近藤 美樹さん
～総集編～

横浜消防のレンジャー服、
背中に自信と信頼が・・・

空中での訓練は緊張感が伝わります。

放水が標的に当たると思わず拍手がでます。 九都県市合同防災訓練から

水陸両用車「スカイダック」と消防艇「ゆめはま」

指揮本部は災害対応のカナメです。

今年は中止となったポンプ操法大会
機敏な動きをまた見たい。

遠くにマリンタワーが見え、
横浜らしい放水場面に感激。

なくてはならない存在、
横浜消防と YMAT（横浜救急医療チーム）
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公益社団法人横浜市防火防災協会設立時から現在までの執行理事
区名 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 令和２年 令和３年

会長

副会長

副会長

副会長

専務理事

常任理事

公益社団法人横浜市防火防災協会設立時から現在までの理事
区名 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

鶴見

神奈川

西

中

南

港南

保土ケ谷

旭

磯子

金沢

港北

緑

青葉

都筑

戸塚

栄

泉

瀬谷

事務局

大平理事
橋浦理事

石井理事

河西理事
吉山理事

鈴木理事

緑川理事
大平理事

大貫理事

筒井理事

河西理事

緑川理事

小蓑理事

住吉理事

石井理事

佐藤理事

黒川理事

児玉聖司理事
児玉和彦理事

吉山理事

鈴木理事

三科理事

角田理事

川口理事

武下理事

清水理事

坂野理事安藤理事

有賀理事

工藤理事

大貫理事

野路理事

奥秋理事

麻生理事

横川理事

浜田理事

森山理事

坂本理事

早川理事

大津理事

島田理事

渡邉理事

山本理事

長谷川理事

工藤理事

安藤理事
武下理事

坂野理事
有賀理事

工藤理事

鈴木理事
吉山理事

野路理事
坂野理事

野路理事

鈴木理事

26



編集後記

　協会のこの 10年を振り返り痛切に感じたのは、公益社団法人
移行時の基盤づくりの苦難の数々と携わった方々の防火防災に対
する強い思い、そして積み重ねてきた事業に対する多くの方々の
支援。10 周年の記念誌としての本特別号は、記録誌としての役
割をはじめ、これまでなかなか表に出なかった協会運営のご苦労

や協会を支えてきた方々にもスポットを当て、感謝の気持ちを込
めつつ編集した。今回の座談会にもあったように、その根底や向
き合う先にあるのは「人」。「よこはまの安全・安心」のため、こ
れからも人の繋がりを大切に、協会のさらなる発展を祈念しつつ、
いざ、次の 10年へ！！

「設立 10 周年記念特別号編集後記」

ホームページがリニューアルします。（年内に更新予定）

リニューアルのポイント スマートホンのホームページについて

・�内容を整理して見や
すくしました。

・�講 習申し込みなど、
必要な検索をしやす
くなります。

・�スマホで見る際に最適なサイズにレイアウトされるレスポンシブウェブデ
ザインを採用しました。

・�指で動かす「スワイプ」操作に対応したことで閲覧操作が容易になります。
・�今まではスマホで見るには小さすぎて敬遠されていたコンテンツも見や

すくなります。
・�パソコンとスマホのコンテンツが一体化することで URL が一つとなり、

内容とデザインが統一されます。

事務所訪問
ウェルカム !!
防火防災協会へ

事務所ビルが見えました坂野専務理事

２階の入口です

事務所の表示 展示物 事務所

事務所
です

EVか階段で２階へ

ビル正面から
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職員（正職員・嘱託）

非常勤講師含む

集 合 写 真
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公益社団法人横浜市防火防災協会　歴代職員名簿
補　　　職 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和４年度

専務理事 坂野　　満 坂野　　満

常任理事 坂野　　満 坂野　　満

常任理事兼事務局長 安藤　行雄 安藤　行雄 安藤　行雄 安藤　行雄 安藤　行雄 武下　哲郎 坂野　　満 有賀　太重 渕上　正基

事務局長 有賀　太重 有賀　太重

事務局次長 渕上　正基

事務局次長兼総務課長 藤井　啓敦 藤井　啓敦 藤井　啓敦 有賀　太重 有賀　太重

事務局次長兼講習課長 都丸俊比古 吉田　　護 吉田　　護 吉田　　護 吉田　　護 吉田　　護 滝沢　　宏 滝沢　　宏 滝沢　　宏 韮山　広志

事務局次長兼防災支援課長 滝沢　　宏
事務局次長兼
防災コンサルティングGM 市村　喜正

事務局次長兼
防災コンサルティング課長 加藤　淳治 加藤　淳治 加藤　淳治 加藤　淳治 加藤　淳治

事務局次長兼講習担当課長 吉田　茂男 吉田　茂男
日比谷幹雄 吉田　茂男

講習・研究 GM
販売・管理 GM
総務課長

都丸俊比古 藤井　啓敦

藤井　啓敦

講習・防災コンサルティング　 
（令和４年度から防災支援）・
総務（平成 24 年度：販売・
管理／経理）の各課職員

川島　敏夫 若木　茂男 神保　和廣 神保　和廣 神保　和廣 信田　孝治 渡邉　雄二 渡邉　雄二 鉄本　　勇 鉄本　　勇 鉄本　　勇

滝尻　善輝 神保　和廣 信田　孝治 信田　孝治 信田　孝治 渡邉　雄二 鉄本　　勇 鉄本　　勇 河原　伸吾 河原　伸吾 河原　伸吾

中川　哲男 信田　孝治 金子　裕俊 渡邉　雄二 渡邉　雄二 大塚　勝美 大塚　勝美 河原　伸吾 鈴木　忠明 鈴木　忠明 鈴木　忠明

若木　茂男 川島　敏夫 天野　義照 大塚　勝美 大塚　勝美 金子　裕俊 天野　義照 大塚　勝美 前田　久幸 兼田　元樹 前田　久幸

枩原　利造 甲斐　康生 田子　弘子 金子　裕俊 金子　裕俊 天野　義照 前田　久幸 前田　久幸 田村　幸一 田村　幸一 兼田　元樹

尾形富士夫 金子　裕俊 白井　一彦 天野　義照 天野　義照 白井　一彦 田村　幸一 田村　幸一 田子　弘子 山崎　雅代 田村　幸一

瀧澤　勝利 田子　弘子 足立　哲信 田子　弘子 白井　一彦 田子　弘子 田子　弘子 田子　弘子 山崎　雅代 山崎　雅代

依田　資郎 白井　一彦 滝尻　善輝 白井　一彦 田子　弘子 足立　哲信 山崎　雅代 山崎　雅代 日比谷幹雄

阪間　吉和 枩原　利造 安田　秀明 足立　哲信 足立　哲信 渡邉　雄二 渡邉　雄二 有賀　太重

甲斐　康生 阪間　吉和 安田　秀明 安田　秀明 菊地　　実 菊地　　実 菊地　　実 大塚　勝美 大塚　勝美 吉田　茂男

講習課
防災支援課
総務課　臨時職員

小山富士男 滝尻　善輝 成田　克美 成田　克美 成田　克美 菊地　　実 菊地　　実 日比谷幹雄

草間　智美 安田　秀明 菊地　　実 菊地　　実 中野　恭基 堀越　澄夫 堀越　澄夫 成田　克美 成田　克美 大塚　勝美

松葉　富子 成田　克美 成田　克美 小山　　弘 安田　秀明 天野　義照 堀越　澄夫 堀越　澄夫 堀越　澄夫

田子　弘子 中野　恭基 中野　恭基 中野　恭基 中野　恭基 長谷部正明 上田　賢二 安田　秀明 天野　義照 天野　義照 天野　義照

長谷川恭央 小山　　弘 小山　　弘 小山　　弘 小山　　弘 安田　秀明 星野　秀清 上田　賢二 安田　秀明 田子　弘子 田子　弘子

長谷部正明 長谷部正明 長谷部正明 名波　成美 星野　秀清 上田　賢二 金子　與彦 金子　與彦

名波　成美 星野　秀清 安田　秀明 上田　賢二

市村　喜正 市村　喜正 滝尻　善輝 滝尻　善輝 橋本　利雄 滝尻　善輝 名波　成美 上田　賢二 星野　秀清

依田　資郎 依田　資郎 依田　資郎 依田　資郎 古都　　隆 橋本　利雄 滝尻　善輝 星野　秀清 山田　圭介

大學　利夫 大學　利夫 大庭　栄司 大庭　栄司 神保　和廣 古都　　隆 橋本　利雄 滝尻　善輝 山田　圭介 名波　成美

宮田　勝廣 若木　茂男 若木　茂男 若木　茂男 滝尻　善輝 信田　孝治 古都　　隆 橋本　利雄 名波　成美 寺尾　孝行

平井　公明 鈴木　三郎 鈴木　三郎 鈴木　三郎 内田　博己 神保　和廣 信田　孝治 古都　　隆 金子　照美

山村　　勲 川島　敏夫 川島　敏夫 川島　敏夫 大庭　栄司 足立　哲信 鈴木　哲司 信田　孝治 滝尻　善輝 古都　　隆

濱岡　和友 甲斐　康生 甲斐　康生 甲斐　康生 甲斐　康生 金子　裕俊 神保　和廣 鈴木　哲司 橋本　利雄

非常勤講師

枩原　利造 枩原　利造 枩原　利造 鈴木　三郎 白井　一彦 内田　博己 金子　與彦 古都　　隆 滝尻　善輝

阪間　吉和 阪間　吉和 阪間　吉和 枩原　利造 内田　博己 若木　茂男 若林　和則 信田　孝治 橋本　利雄

濱岡　和友 濱岡　和友 濱岡　和友 若木　茂男 大庭　栄司 金子　照美 神保　和廣 若林　和則 信田　孝治

市村　喜正 市村　喜正 金子　照美 甲斐　康生 金子　與彦 内田　博己 神保　和廣 若林　和則

中澤　暁雄 中澤　暁雄 依田　資郎 鈴木　三郎 若林　和則 若木　茂男 金子　照美 神保　和廣

濱岡　和友 若木　茂男 濱岡　和友 金子　照美 宇野登志子 宇野登志子

市村　喜正 金子　照美 吉村　眞一 宇野登志子 吉見　佑二 吉見　佑二

中澤　暁雄 濱岡　和友 中澤　暁雄 吉村　眞一 吉村　眞一 吉村　眞一

吉村　眞一 岡田　康裕 岡田　康裕 岡田　康裕

中澤　暁雄 土橋　正彦

安室　秀一

板谷　晋哉

鈴木　哲司
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●監修／横浜市消防局予防部予防課 

●防火・防災管理の業務を行う上で必要となる 
消防関係の法令を網羅した実務書です。 

●横浜市火災予防条例も編さんされており、 
法令、条例、両面の規制が把握できます。 

2,750 円（税込） 

(当協会会員 2,500 円) 

購 入 方 法  

 

本書の 

特 徴 

①当協会窓口で購入 
②宅配を希望（送料等の御負担をお願いします。） 

新たに 

追加した 

主な内容 

消防法施行規則等 
・消防法令に定める様式の押印削除等 

横浜市火災予防条例  
・第 35 条の５ 住宅用火災警報器の設置免除に係る所要の整備 
・第 45 条    飲食店等の消火器設置基準の改正 

 

電話 045-714-0920 （総務課） 

「横浜市防火防災協会」のホームページにご案内と注文用紙がありますのでご活用ください 横浜市防火防災協会 検索 

問い合わせ先  

 

 
●サイズ／Ａ５  
●重さ／約 1,200ｇ  
●発行日／令和３年４月６日 

公益社団法人 横浜市防火防災協会 



s

定価1,320円（本体1,200円+税10％）

シリーズ防火シリーズ防火 詳細は
こちら！

❶事 業 所 編 ❷消防計画編 ❸訓 練 編

従業員など、一人ひとりが「自分の職
場から絶対に火事を出さない」という
姿勢で日頃から取り組むことを啓発す
る一冊。

防火管理等の基本となる「消防計画」
の重要性とそれに基づく関係者の役割
と活動について解説。

「自分のところは自分で守る」ため、そ
して「いざというときのため」に消防訓
練は不可欠。効果的な訓練のためのポ
イントを簡潔に解説。

A5判
2色刷

32頁 16頁 16頁
  定価154円
（本体140円＋税10％）

  定価105円
（本体96円＋税10％）

  定価105円
（本体96円＋税10％）

シリーズ
防火
❷消防計画編

H1-4-防火-計画.indd   2 18.3.23   5:47:12 PM

〒232-0064   横浜市南区別所一丁目15番1号 BML横浜ビル2階

□
□

総 務 課
防 災 支 援 課

TEL 045（714）0920
TEL 045（714）0929

□ 
□ 

講 習 課
救 命 講 習 受 付

TEL 045（714）9909
TEL 045（714）9911

公益社団法人 横浜市防火防災協会 ＵＲＬ https://ydp.or.jp
ＦＡＸ 045（714）0921


